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原註
特定ページに注意を向ける必要がある場合にのみ、記事および書籍について引用文のページを記載している。

第一章　序論

▼1　古典的研究はMary Douglas（1966）。
▼2　Nicolson and Rousseau（1968）.
▼3　Oppenheim（1991）; Shorter（1992）; 同著者（1994）を参照。
▼4　Charles E. Rosenberg（1989）, 1-15, p. 3およびRosenberg and Golden, eds（1992）の
‘Introduction’, xiii-xxviを参照。疾病とその意味に関する最近の研究として、Gilman（1982）; 同著者

（1988）; 同著者（1985）; Sontag（1978）; 同著者（1989）を参照。ヒステリーについては、Gilman, 
King, Porter, Rousseau and Showalter（1993）、およびMicale（1995）を参照。ハンセン病について
は、Saul Nathaniel Brody（1974）を参照。
▼5　Dirckx（1983）; Roy Porter（1995）の専門用語を辿った研究論集を参照。
▼6　身体の歴史と社会学については、Feher, eds（1989）; Bryan S. Turner（1984）; 同著者（1991）; 
Arthur W. Frank（1991）を参照。疾病の個人利用についてはPickering（1976）を、洞察力の鋭い
疾病の作家記についてはOber（1979）を参照。
▼7　Sterne, Sentimental Journey（1967）, p. 52. スターンの病気の寓話についてはD. Furst（1974）; 
Rogers（1978）; Roy Porter（1989b）を参照。
▼8　伝記的・文学的洞察力の点で特に価値があるのは、G. S. Rousseau（1991b）の著作である。ま
ず、同著者（1991b）; 同著者（1993）を参照。同著作の長い序文が、詳細な参考文献を提供している。
Howard Brody（1987）; 同著者（1992）; Kleinman（1980）; 同著者（1986）; 同著者（1988）; Hunter

（1991）も参照。精神分析を伴う文学の観点から痛風を分析しようとする先駆的試みは、Gordon
（1993）で確認。
▼9　歯痛と歯科は、伝統的に滑稽である。Kunzle（1989）を参照。痛風の歴史は既に執筆されてい
るという意見もあるかもしれない。だが、CopemanのA Short History of the Gout and the Rheumatic 
Diseases（1964）には、リウマチ学者としての著者の専門意見をはじめ多くの長所があるとはいえ、
30年以上前の作品であり、出典が明記されておらず、あからさまにホイッグ主義的だ。また、不正
確な引用が多い。我々は、Copemanの研究書をありがたく利用してきたが、そろそろさらなる歴史
書が必要だと信じている。Mertz（1990）は、新たな研究をほとんど編入していない、かなり大雑把
な概要だ。
▼10　［Anon.］（1959）、Philander Misaurus（1699）、および真面目そうだが実は滑稽な状況の逆転
についてはMarten（1737）を参照。痛風はグロテスクの範疇にふさわしい──Bakhtin（1968）お
よびPaster（1993）。
▼11　Norton, eds（1855）, ii, p. 239. この節その他は、Roy Porter（1994）の資料を再利用した。
▼12　Lady Holland（1855）, ii, p. 565. Smith, letter to Countess Grey, 24 August 1841. Wallace

（1962）およびVirgin（1994）, pp. 276-7も参照。
▼13　Chapman, eds.（1984）, ii, p. 138, letter 485, 3 June 1776; J. P. W. Rogers（1986）および
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Wiltshire（1991）, pp. 35-6。
▼14　流行性疾患については、Crosby（1976）; McNeil（1976）; Charles E. Rosenberg（1962）; Evans

（1987）; 同著者（1988）を参照。Fee and Fox, eds（1988）.
▼15　痛みを伴う非致死性の慢性疾患への対応については、Roy Porter and Dorothy Porter（1988）
およびDorothy Porter and Roy Porter（1989）を参照。
▼16　Pickwick PapersおよびBleak Houseにおいて、痛風は確かに飛び回っている。ディケンズと
医学については、Bailin（1994）, p. 80f. を参照。Rodnan（1961）は、諷刺画家のあいだでは、痛風は
廃れてしまったと指摘。
▼17　リウマチ、関節炎、気管支炎の本一冊分の歴史書はないが、Brewerton（1992）を参照。エイ
ズが慢性疾患とみなされるにつれ、慢性疾患の歴史は、もっと注目されるようになるに違いない。
Fee and Fox, eds（1992）を参照。
▼18　本書で提供する臨床・疫学データは、主としてBenedeck（1993a）; 同著者（1993b）; Denko

（1993）; Duncan and Leison（1993）; Estes（1993）; French（1993b）; Steinbock（1993b）に基づく。
▼19　Lady Holland（1855）, i, p. 35で引用。
▼20　Comrie（1922）, p. 59.
▼21　Currie（1979）. 女性については、Benedek（1997）を参照。
▼22　Hartung（1954）.
▼23　Rodan and Benedek（1963）.
▼24　Abbot et al.（1988）.
▼25　［Anon.］（1967）; Breckenridge（1966）, i, pp. 15-18; Montye et al.（1967）.
▼26　「インド人の痛風について、2ないし3の事例を聞いたことがあるが、白人からラム酒の使用法
を学んだ者だけだった」──Rush（1947）, p. 263-4。
▼27　Mody and Naidoo（1984）; Beighton et al.（1987）.
▼28　「消費Consumption」は、疾病（肺病・結核）と社会経済学的行為（＝消費）との二つの意味
を持っている──Roy Porter（1993c）。
▼29　L. Stevenson（1965）; Roy Porter（1991a）; 同著者（1993a）を参照。退化・変質については、
Inglis（1981）; Pick（1989）; Chamberlin and Gilman, eds（1985）; Starobinski（1992）を参照。初期
の医学理論については、Tissot（1768）; 同著者（1771）; Thomas Trotter（1807）を参照。
▼30　疾病概念が、どのようにジェンダーを刻み込んでいるかについては、Geyer-Kordesch（1993）、
Jordanova（1989）、Schiebinger（1989）、同著者（1993）、Gilman, King, Porter, Rousseau and 
Showalter（1993）、Micale（1995）を参照。
▼31　憂鬱について比較せよ。ルネサンス期には、上流階級の意気消沈はメランコリーと威厳をつ
けられたが、下層階級では「塞ぎ込み」と非難された──MacDonald（1981）。卓越についての分析
をBourdieu（1984）が提供している。ヒポコンデリ、ヒステリー、メランコリー、神経症、肺病・
結核などの疾病が優位性の証として使用されたことをあばいて見せたのは、Beddoes（1802）; 同著者

（1806）; Roy Porter（1991a）。
▼32　Ellis（1927）; Becker（1978）; Sass（1992）を参照。
▼33　Bell（1985）; Vandereycken and Van Deth（1994）を参照。
▼34　Sontag（1978）.
▼35　疾病理論の歴史については、Riese（1953）; Risse（1978）; Temkin（1961）; Engelhardt（1975）
を参照。疾病の社会動学については、Parsons（1958）; Mechanic（1962）を参照。
▼36　De Kruif（1926）とGreer Williams（1959）を参照。
▼37　Grmek（1994）; Root-Bernstein（1993）を参照。
▼38　Balint（1957）; Watts（1992）.
▼39　Canguilhem（1989）; Bynum and Nutton, eds（1981）.
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▼40　Starobinski（1992）; Bakan（1971）; De Moulin（1974）; Hodgkiss（1991）; Keele（1957）; C. S. 
Lewis（1940）; David B. Morris（1991）; Scarry（1985）; Szasz（1957）; Roy Porter（1993b）.
▼41　以下の情報は、Benedek（1993a and b）; Denko（1993）; Duncan and Leison（1993）; Davies

（1993）; Estes（1993）; Steinbock（1993a and b）から抜粋。
▼42　Hart（1976）; Short（1959）. 伝統的な治療薬には、クロウメモドキ、ゴボウ、シマセンブリ、
ハコベ、ヒレハリソウ、ニワトコ、シモツケ、ハリモクシュク、スミレ、ウィンターグリーン、ヨモ
ギが含まれる。
▼43　Agnivesa’s Caraka Samhita（1976）.
▼44　Baillou（1940）, pp. 141-62.
▼45　同上。
▼46　Copeman（1964）, pp. 121-2で引用。
▼47　同書、p. 122。
▼48　English（1992）; Parish（1963 and 1964）.
▼49　Alfred Garrod（18876）, p. 498. Archibald Garrod（1890）; 同著者（1923-4）; 同著者（1897）に
よる寄稿も参照。
▼50　Copeman（1964）, p. 185.
▼51　Archibald Garrod（1890）.
▼52　病巣感染については、Dally（1993）; Scull（1987）を参照。関節炎治療については、Heywood

（1990）; Cantor（1990）; 同著者（1991）; 同著者（1993b）; Hart（1976）; Quinones（1966）; Marks
（1992）を参照。
▼53　同じような起源を示す言葉に、「dripping」、すなわち肉をローストする際に滴る脂肪がある。

「痛風 gout」という用語の含意は、興味深い研究材料だろう。17世紀の日常表現において、（「Spanish 
gout」「Covent Garden gout」のように）「gout」は、性感染症の婉曲表現だった。痛風を巡る意味
論は人を悩ませる。

「gout」という語の語源は、決して明らかではない。私自身は、ギャロッドに従っていた。彼の
著作のドイツ語訳によれば、ギャロッドは、「Gicht」という語が、英語の「gout」とフランス語
の「goutte」に相当するとみなしていた。フィルヒョウ（Virchow）が、最近になって「Gicht」
という語の起源はラテン語の「gutta」にあるとした。しかし、この語源解釈は、痛風の起源に
関して持たれていた古くからの考え方と一致するものの、私としては、「Gicht」が同じ語源だと
は認められない。「グリム・ドイツ語辞典」を編集している同僚のモーリッツ・ハイネ教授

（Professor Moritz Heyne）によれば、「Gicht」は古英語の男性形「gihda」（ｄの発音は、英語
の thと同じ）と同じで、「体の痛み全般」を意味する。したがって、「Gicht」は、正確に言えば
総称で、「weh」、すなわち「苦痛 woe」、「痛み pain」に相当する。（Ebstein〔1886〕, p. 41）

▼54　Duden（1991）.
▼55　基本的な事柄をもう数点指摘しておこう。本書は、17世紀から20世紀初頭までの期間に焦点
を合わせている。この期間は、痛風が文化全体と最も興味深い形で作用しあった時期だ。調査した文
献は主として英語で、多少、フランス語の文献もあった。ドイツについては、最近になってMert

（1990）が述べている。各国の疾病の歴史については、Payer（1989）を参照。

第二章　古代ギリシア・ローマ時代の遺産

▼1　Hartung（1957）. 歴史上の人物における痛風の最初の事例を確証する試みについては、Devries 
and Weinberger（1974）; F. Rosner（1969）を参照。古病理学的・考古学的証拠については、
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Cockburn and Cockburn（1980）, p. 37f. ; Calvin Wells（1964）; Bird（1957）; Jackson（1988）, pp. 177-
9; Grmek（1989）, pp. 72-3を参照。
▼2　Seneca（1917-28）, letter xcv, lines 16-18, pp. 66-9. 小プリニウスも、同様の考えだった──
Hartung（1957）。
▼3　Nutton（1985）; Jackson（1988）, pp. 40, 166, 170, 177-9. しかし、主張されているようなローマ
帝国における痛風の流行は、そのような「贅沢」に起因したのではなく、金属製のワイン樽の使用お
よび／または不純物の添加によって引き起こされた鉛中毒に起因したので、話は見た目以上に複雑か
もしれない。Wedeen（1981; 1984a; 1984b）を参照。Nriagu（1983）; Gaebel and Nriagu（1983）; 
Jackson（1988）, pp. 177-9も参照。
　大プリニウスは、痛風を「外国由来の病気」と呼んだ──Pliny the Elder（1949）, xxvi, p. 100。小
プリニウスは、長年痛風を患っていた友人ルフスについて記している。

私は、彼が、父親と同じように32歳で足に痛風を発症したと言うのを聞いた。他の特質と同じ
ように、大半の疾病は遺伝性だからだ。若くて活動的なあいだは、節度ある生活と厳しい禁欲に
よって、痛風を抑制できた。そして、後に年齢とともに病状が悪化すると、信じ難いほどの痛み
に責め苛まれても、精神力だけでそれに耐えた。（〔1972, 1975〕, ⅰ, p. 12）

▼4　Hartung（1957）. Aretaeus（1856）, p. 362参照。
▼5　Nutton（1993）. 背景と議論については、Phillips（1973）; Lloyd（1983）; Grmek（1989）; 
Edelstein（1967）; Scarborough（1969）を参照。帝国内での関節炎については、Jackson（1988）, pp. 
177-9を参照。
▼6　「カタル Catarrh」は、流れる体液と同じ概念も意味した──French（1993b）。体液説では、
多くの疾病が、カタル性の腐食体液が脳から頭蓋底骨を通ってさまざまな器官へ流下することに起因
すると考えられた。それが、肺では膿瘍と肺結核を、関節ではリウマチと痛風を、脚では潰瘍と腐敗
を引き起こした。したがって、「流

カ タ ル

下」は、体液病理学の典型的な産物だった。これに類似するもう
一つの語は、「浮腫 dropsy」である。これについては、Peitzman（1992）; Estes（1993）; Applboom 
and Bennett（1986）を参照。
▼7　Byl（1988）は、『ヒポクラテス全集』において、ギリシア語の「arthron」（関節）が約30回使
われ、痛風を意味する語が約20回使われていると指摘。
▼8　Hippocrates, On the Affections of the Parts . Hippocrates（1923-31）の第4巻Hippocrates, 
Aphorismを参照。
▼9　Hippocrates（1923-31）の第4巻Hippocrates, Aphorism。痛風に関する他の（性に関係ない）3
つの箴言は、箴言25「痛風であれ、捻挫であれ、皮剝けを伴わない関節の腫れと痛みは、大半の場
合、冷水をたっぷりかければ軽減する」、箴言40「痛風の場合、炎症は40日以内に弱まる」、箴言55

「痛風は、春と秋に活発化する」だ。Kersley（1956）とMcFadzean（1965）も参照。
▼10　Copeman（1964）, p. 23. したがって、男性の痛風は、女性の生理と似た機能を果たし、病原性
物質を排出する。女性は、閉経後、何らかの別の方法で身体から病原性物質を排出しなければならな
かった。
▼11　Galen（1821-33; 1965）, xi, p. 275.
▼12　Aretaeus（1856）, pp. 363-4. Copeman（1964）, p. 35参照。
▼13　Aretaeus（1856）, p. 362; Copeman（1964）, p. 43.
▼14　ケルススについては、Of Medicine in Eight Books（1756）, p. 227参照。
▼15　Jackson（1988）, p. 179.
▼16　Phillips（1973）, p. 35.
▼17　ルフスについては、Abou-Aly（1992）, ch. iii参照。痛風についてはじめて執筆したイギリス人
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Gilbertus Anglicusは、ルフスの文献を自由に引用した──Getz, ed.（1991）。
▼18　Paul of Aegina（1834）, p. 354および（1844）, i, p. 657参照。引用は、Book III, ch. lxxviiiから。
パウロスの記述によれば、「したがって、体液が足の関節にのみ固着した場合は、podagraと呼ばれ
る。しかし、原因が体のすべての関節に拡散した場合には、一般に関節炎と呼ぶ」──p. 41。
▼19　同上。情念の重要性は、当然ながら、ずっとのちにウィリアム・カドガンによって再び主張
された。本書第七章を参照。
▼20　Rodnan（1965）.
▼21　Copeman（1964）, pp. 24-5. 17世紀には、この反対刺激法が東洋からヨーロッパに再び紹介さ
れ、綿が用いられた。
▼22　ケルススの懸念については、Of Medicine in Eight Books（1756）, p. 227参照。
▼23　ガレノスの定期的な大量瀉血の正当化については、Brain（1986）参照。
▼24　Brain（1986）; Ferez（1987）.
▼25　Aretaeus（1856）, pp. 492-3; Copeman（1964）, p. 43; Rodnan and Benedek（1963）; Schnitker

（1936）.
▼26　Alexander（1933-7）; Wallace（1973）, pp. 130-5; Hartung（1954）, pp. 190-200. アイギナのパウ
ロスとアエティウス（502-75）がコルチカムを痛風特効薬として使用したという示唆がある。
▼27　Gunther, ed.（1934）. その後については、Riddle（1985）, p. 44f参照。Colchicum autumnaleは、
北アフリカ、ヨーロッパ中南部の牧草地に生息し、イギリス南部やアイルランドに豊富だ。乾燥させ
た球根と種子は、強烈な利尿、便通、嘔吐を引き起こす。動物が死ぬこともある。
　ペダニウス・ディオスコリデス（活躍期　西暦50年）は、小アジアのキリキアのアナザルブスの
出身で、アレキサンドリアでローマ皇帝ネロ軍の教育を受けたとされる。西暦70年ころに纏められ
た彼のmateria medicaは、15世紀にわたりこのテーマの権威書だった。
▼28　イブン・マーサウェイフ（Ibn MâsawaihあるいはMesuë, 954ころ -1015）は、ディオスコリ
デスの先例に続き、コロシントを痛風の主要な治療薬とした。
▼29　コルチカムには、長いあいだヘイグHaig（1901）をはじめとする中傷者がいた。
▼30　セネカについては、Epistulae Marles（1917-28）, letter xcv, lines 16-8, pp. 66-9参照。神話にお
ける痛風については、Rodnan（1961）参照。痛風を患ったとされるギリシアの英雄と神々は、
Stukeley（1734）, p. 53が列挙している。その中には、プリアモス、アキレス、オイディプス、プロ
テシラオス、ウリッセス、ベレロフォン、プレイステネスが含まれた。ステュークリーは、ルキアノ
スからリストを入手したに違いない。
▼31　Rodnan（1965）, p. 599に引用されたLucian（1749）, p. 229。
▼32　Lucian（1967）, Gout . 隠喩および視覚の伝統における彼の重要性については、本書第一一章と
一二章で述べる。
▼33　同書、pp. 337-41。ルキアノスの詩は、Sennert（1632）; Swieten（1744-73）; Sydenham（1683）
などのちの著者らに引用された。
▼34　Lucian（1967）, p. 343.
▼35　同書、p. 347。
▼36　同書、p. 353。
▼37　同書、p. 353。
▼38　同書、p. 359。
▼39　中世の背景については、Cameron（1993）; Cockayene（1864）; Talbot（1967）; Hunt（1990）
──Huntが提示した13世紀治療薬の記述には、痛風に関する言及が含まれる ; 同著者（1992）; Get, 
ed.（1991）参照。体の隠喩（植物、要塞などとして）は、Pouchelle（1990）が追究している。
▼40　Gruner（1938）, p. 479（paragraphs 952 and 953）.
▼41　Hartung（1957）, p. 201.
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▼42　Copeman（1964）, p. 2; Lascaratos（1995）.
▼43　Oxford English Dictionary（1989）の vi, p. 707（gout）およびxi, p. 1112（podagra）を参照。

「彼の足には、ポタグラと呼ばれる非常に熱い痛風の症状が見られ、やがて激痛を伴う腫物が膝にで
きた」。バルトロメウス・アングリクスの著作からの翻訳において、1398年に英語で「リウマチの 
Rheumatic」がはじめて記録された。「滴 Gutta」も英語風に変化した用語だ。「Gutta」は、薬学で
は（薬などの）滴を意味する一般的な語でもある。
▼44　Rodnan（1968）.「サン・ジェルヴェ」病が、あらゆるリウマチ疾患の通称となった。ローマ
時代から、サン・ジェルヴェ・レ・バンは、フランス南東部のボン・ナン河畔の人気の温泉地だ。
▼45　Saye（1934）.
▼46　Getz, ed.（1991）, p. 250── ‘Stones ben-y-gendrid in a man-is reines and also in the bladder’.

「腎臓ならびに膀胱に結石が生じる」

第三章　プロテウスのハゲワシ──ルネサンス期における痛風の形成

▼1　Siraishi（1990）; Katherine Park（1985）; Slack（1979）; Roy Porter, ed.（1992）参照。印刷につ
いては、Eisenstein（1979）参照。
▼2　Copeman and Winder（1969）. CopemanとWinderが本文の翻訳を転載し、本書は、それから
独自の解説を引き出した。バークウェアは、「大部分の人々が、痛風［podagra］は治らないと信じ
ている」と述べ、「日々の経験から、そう信じるようになった」のだと付け足している（A2r）。これ
は、‘podagra’がよく知られた病気であったことを暗示している。
▼3　英語の建築用語で、‘gutta’は、ドリス式建築の3つの平行な縦の溝のある石、トリグリフの下
部にある小さな露玉を意味する。
▼4　Burgawer, A2v; Copeman and Winder（1969）, p. 289.
▼5　Copeman and Winder（1969）, p. 289（これらのやや奇妙な綴りはすべて、翻訳において見られ
る）; Benedek（1987）, p. 186。非自然的な事柄については、Niebyl（1971）; Rather（1968）参照。
▼6　アル・ラーズィー（Rhazesまたはal-Razi, 850ころ -932）は、ペルシア生まれ。彼の20巻に及
ぶ傑作Al-HawiあるいはEl Hawiには、ギリシア、ローマ帝国、インド、シリア、ペルシアの医学知
識が含まれ、それを彼の経験が補っている。
▼7　パレの作品は、Thomas Johnson（1634）, Book xviiiに翻訳の形で引用されている。Malgaigne

（1965）参照。理髪外科医の見習いをしたのち、アンブロワーズ・パレ（1510-90）は、パリで修業を
終えた。戦傷の治療で最も知られる。
▼8　Paré（1634）, p. 698. Copeman（1964）, p. 53ffにおける議論を参照。
▼9　Paré（1634）, p. 697.
▼10　同上。
▼11　同書、p. 707。
▼12　同書、p. 710。
▼13　スイス生まれのパラケルスス（Philippus Aureolus Theophrastus Bombastus von Hohenheim, 
1493-1541）は、父の下で医学の修業を積んだ。各地を遍歴後、市医としてバーゼルに戻る。処方
の単純化を唱道し、化学に関する経験から重金属を使用するようになった。彼の教えがあまりに型
破りだと思われ、バーゼルを去った。痛風についての彼の著作については、“Das Buch von den 
Tartarischen Krankheitten”, in Paracelsus（1589-90）参照。彼の作品は、Sudhoff, ed.（1922-33）と 
Bernard Aschner, ed.（1975-7）で見つかるかもしれない。学識については、Pagel（1958a）; Debus

（1977）; 同著者（1991）; 同著者（1965）参照。
▼14　Pagel（1958a）, p. 135参照。
▼15　同書、p. 139。
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▼16　同書、p. 140。
▼17　同上。
▼18　同書、p. 157。
▼19　人体内での石の形成は、生命を持つ自然の発現として広くみなされていた。Rudwick（1976）, 
ch. I; Pagel（1984）, p. 33参照。
▼20　Rodnan（1965）, p. 601とPagel（1984）, pp. 33-4で引用・翻訳。Aschner, ed.（1975-7）, ii, pp. 
6-27で見つかるかもしれない、Paracelsus（1574）, pp. 28-37を参照。パラケルススの考え方を、現代
の化学用語に翻訳することはできない。ルネサンス期の自然哲学の中でのパラケルススの著述の位置
付けは、Goodrick-Clarke（1990）; 同著者の翻訳（1990b）; Paracelsus（1941）; 同著者（1951）が提供。
▼21　テオドール・ド・マイエルヌ（Théodore Turquet de Mayerne, 1573-1655）は、スイスのジ
ュネーヴに生まれ、ハイデルベルク大学で学んだのち、モンペリエ大学で医学を学び、1597年に卒
業した。パリに移ってから解剖学と薬学を教え、王の医師に任命された。化学薬剤を使用したため、
パリ大学医学部の非難を招いた。1606年に渡英し、ジェームズ一世の妃デンマークのアンの医師に
任命され、1611年以降、歴代4人の国王の医師を務めた。1618年に、国王に献上するためthe 
Pharmacopoea Londinensis（1618）を執筆した。1624年に、ナイト爵を授かる。
▼22　Turquet de Mayerne（1676）, pp. 14-5. Debus（1965）, pp. 150-6参照。ただし同書には、残念
ながら痛風の記述はない。パラケルスス派については、同著者（1977）; 同著者（1991）; Webster

（1975）を参照。
▼23　Boorde（1562a）; 同著者（1587）。Copeman（1964）, pp. 50-1参照。初期近代のイギリス医学に
ついては、同著者（1960）; Nagy（1988）; Beier（1987）参照。
▼24　Boorde（1587）. アンドリュー・ボード（Andrew Boorde, 1490-1549）は、カルトゥジオ修道
会に入った。だが、1528年に修道会を脱会し、ヨーロッパ大陸で医学を学んだ。1542年にイギリス
に帰国し、ウィンチェスターで開業医となる。主な作品は、Dyetery of Health（1562）、Breviary of 
Healthe for all Manner of Syckenesses and Diseases（1587）、そして旅行案内書のThe First Boke 
of the Introduction of Knowledge（1562）。
▼25　Boorde（1587）. 解毒剤は、多数の薬品と混ぜ合わせて作った複雑なアヘン製剤テリアカであ
る──Watson（1966）参照。スカモニアは、シリアのヒルガオ（Convulvulus scammonia）で、ヤ
ラッパに幾分類似する強い下剤。
▼26　キナ皮（キニーネの基であるcinchona, Peruvian bark）については、Jarcho（1993）参照。セ
イヨウトネリコの樹皮と種子（Fraxinus excelsior）は収斂剤で、種子は緩下剤。
▼27　しかし、ボードと同時代のトマス・エリオット卿（Sir Thomas Elyot）は、その点に関して、

「ダイコンの根は……放屁と放尿の原因となり……痛風または関節痛の持病を持つ者にはよくない」
という旨の警鐘を鳴らしている──Elyot（1937）, p. 28。エリオットは、「流下catarrh」の同義語と
して ‘reumes’を記している。
▼28　Graham and Graham（1955）.
▼29　Barrough（1590）, p. 210. 初版は1583年。第3版1596年、第4版1610年、第5版1617年、第6
版1624年、第7版1634年、第8版1639年。
▼30　同上。
▼31　Cogan（1584）, タイトルページ（ラテン語）。ヒポクラテスを参照していることから、Cogan
は、非自然的な事柄を強調しているのがわかる。Niebyl（1971）; Rather（1968）参照。トマス・コー
ガン（Thomas Cogan, 1545?-1607）はオックスフォード大学で学び、1563年にオリオル・カレッジ
のフェローとなった。作品は、The Well of Wisedome. . .（1577）、The Haven of Health Made for 
the Comfort of Students（1584）など。
▼32　Cogan（1584）, Epistle Dectatorie（冒頭部分）。
▼33　同書、p. 161。チーズとベーコンの湿布の人気は長く続いた。
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▼34　同書、the Epistle Dedicatorieのp. 4の対面頁。
▼35　治療の概説については、Ackerknecht（1973）とUrdang（1944）参照。薬草療法については、
Arber（1938）; Foust（1992）; B. Griggs（1981）参照。民間療法については、W. G. Black（1883）; 
Chamberlain（1981）; Loux（1978）; 同著者（1979）; 同著者（1988）; 同著者（1993）参照。20世紀の
アメリカでの痛風の民間療法には、アンゼリカ、カバノキの葉（血液浄化剤として）、モチノキ、イ
チゴ、サクラソウの根、その他のさまざまな苦味薬が含まれた──Crellin and Philpott（1991）; 
Barton and Castle（1877）, p. 108f参照。
▼36　Nash（160）, p. E.
▼37　Gilmn（1989）; Andreski（1990）; Quétel（1990）.
▼38　Joubert（1989）, p. 260.
▼39　それでも、痛風を患っている者に比べたら
　　　私は、まだましだ
　　　痛風患者は、死という確実な救済者に癒されるよりも、
　　　永久にうめき声をあげていたのだから

シェイクスピアのCymbeline（V. iv. 4）において、ポステュマスは宣言する。Henry IV, Part 2（I. 
ii. 273）で、フォルスタッフは、「この痛風という性病め！　いや、性病という痛風め！　二つのど
ちらかが、俺の足の親指に悪さをしやがる」と豪語する。Kail（1986）, p. 232. Hoeniger（1992）も参
照。
▼40　Henry IV, Part 2（I. ii. 256）.
▼41　これ以下は、Copeman（1964）, pp. 54-5より。Applboom and Bennett（1986）も参照。
▼42　53歳で死に瀕していた彼の跡を継いだのは、若き息子の大ロレンツォ（Lorenzo the 
Magnificent, 1449-92）だった。彼も一族に続く痛風を受け継いでいたが、父や祖父ほど病状は重く
なく、イタリアのマエケナス〔古代ローマの政治家。富豪で、

文人のパトロンとして名高い 〕となった。痛風とメディチ家については、
Schevil（1950）, ch. vii参照。
▼43　カール5世については、Alvarez（1975）参照。
▼44　Estes（1990）, pp. 46, 92参照。ユソウボクについては、Hutten（1536）参照。
▼45　Bynum and Porter, eds.（1993）の中のWeatherall, ‘Drug Therapies’。
▼46　以下の文章は、Copeman（1957）より。
▼47　同上。古代医学では、特に秘伝の医術を受け継ぐ達人のあいだでは、無気味で不思議、しば
しばとても不快な治療が標準的だった。難解な背景については、Eamon（1994）参照。ヌニェス

（Nones, Nunez）については、ほとんど情報がない。彼は、1554年に王立内科医協会の会員となり、
1562年と1563年には検閲官を務めた。
▼48　同上。Copemanは、Lansdowne Manuscripts（British Library）, no. 69, art 60を引用している。
▼49　Alan G. R. Smith, ed.（1990）とHaynes（1989）も参照。マイエルヌの見解については、
Turquet de Mayerne（1676）参照。
▼50　この神聖な家系については、Benedek and Rodnan（1963b）参照。
▼51　同著者、（1970）。
▼52　Hawes（1634）, p. 31. Eamon（1981）参照。階級にまつわる同じ指摘を牧師のヘンリー・スミ
ス（Henry Smith）もしている。自分たちには、赤ん坊を母乳で育てる肉体的能力がないという上流
階級の夫人たちの反対を撥ねつけ、スミスは、「だが、この永遠の枯渇を起こしているのは、どなた
の胸かな？　いかにも、それは痛風のようなもの。乞食には枯渇など起こさない。市民や貴族の女性
だけだ」と言い放った──Fildes（1985）, p. 101 に引用されたHenry Smith（1598）。
▼53　Hawes（1634）, p. 31.
▼54　La Fontaine（1966）. RodnanとBenedekは、「痛風様と蜘蛛」の物語は9世紀に遡るとしてい
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る。1668年のラ・フォンテーヌの話では、地上での安住の地の選択を与えられると、蜘蛛はまず宮
殿を選び、痛風様は、医者を避けるためにみすぼらしい小屋を選んだ。その後、二人は場所を交換し
た。蜘蛛は、邪魔されずに暮らせる農夫の掘立小屋が気に入り、栄養と配慮を切望する痛風様は、

主教の大邸宅に直行して、間借り人となった。
主教は、その後、寝たきりの身、彼女の無力な囚人となった

（Rodnan and Benedek〔1970〕）

▼55　フラカストロの詩Syphilis, sive morbus gallicus（1530）のおかげで、性感染症も擬人化され
た。この羊飼いの神話の中のSyphilusという名の羊飼いの少年から梅毒という名がとられた。
▼56　そのような信念については、Ficino（1989）; Kristeller（1979）; Barkan（1975）参照。死が教
える教訓については、Ariès（1981）; Geddes（1981）参照。信心深さと疾病については、Wear

（1985b）; 同著者（1987）参照。
▼57　Benedek and Rodnan（1963a）. ペトラルカ（Francesco di Petrarch, 1304-74）は、イタリア・
ルネサンス初期の重要人物だった。彼は、フランス、モンペリエ在住の1315年から1319年に人文科
学を学んだ。1337年にヴォクリューズに移り住み、そこで最も重要な作品の大半を執筆した。1347
年にイタリアのパルマに居を構えて以後、詩人と理想主義的な政治家としての職を遂行した。
▼58　Benedek and Rodnan（1963a）において引用・検討されたPetrarch（1975-85）, bk vi, letter 3, 
p. 309。
▼59　Petrarch（1975-85）, bk, vi, letter 3, p. 309.
▼60　Petrarch（1991）, pp. 198-200, p. 198.
▼61　同書、ch. 84, p. 199。
▼62　同書、p. 200。
▼63　同上。
▼64　礼讃については、Kaiser（1963）; Benedek（1962）, pp. 236-42参照。本書第一一章でも考察す
るエラスムス（Desiderius Erasmus, 1466-1536）は、オランダのゴーダとデーフェンテルで教育を受
けた。1492年に司祭叙階を受けたが、1492年に辞した。晩年はヨーロッパを巡歴し、執筆、研究、
教育を行なった。著作は、In Praise of Folly（1519）、Encomium artis medicae（1518）、In Novam 
Testamentum ab eodem denuo recognitum（1519）など。Mynors and Thomson, eds（1974-9）, ii, 
pp. 110-11, no. 189参照。
▼65　Erasmus to Servatus Rogerus, 1 April 1506とBenedek（1983）。
▼66　Allen and Allen, eds（1906-47）, vi, pp. 422-4, no. 1759, Erasmus to John Francis, October 
1526. エラスムスの書簡が、‘Erasmus’ Medica Milieu’（1973）という素晴らしい論文にKrivasyの翻
訳として掲載されている。
▼67　Eckert and Imhoff（1971）; Krivasy（1973）, p. 134. 人文主義者ピルクハイマー（Willibald 
Pirckheimer, 1470-1530）は、青年時代をドイツのミュンヘンで過ごしたのち、イタリアのパドバで
ギリシア語を、パビアで法律を学んだ。卒業しないままドイツのニュルンベルクに戻り、生涯そこに
留まった。急性痛風を患った。
▼68　Eckert nd Imhoff（1971）; Benedek（1981）.
▼69　Pirckheimer（1617）.
▼70　Reicke（1930）, p. 56: Pirckheimer to Konrad Adelmann.
▼71　Allen and Allen, eds（1906-47）, vi, pp. 47-8, no. 1558.
▼72　Benedek（1983）, p. 537において翻訳されたErasmus, Preface to St John Chrysostom。
▼73　同上。
▼74　Cardano（1653）. ジェロラモ・カルダーノ（Jerome Cardano, 1501-76）は、パドバで医学を学
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び、1543年にパビアで、1562年にボローニャで医学を教えた。化学的思想と代数学への貢献で知ら
れる。リウマチ熱に関する初期の正確な描写を提供し、痛風と明白に区別したと信じられている。
▼75　Benedek（1969）. 以下の引用は、Benedekの翻訳からの引用である。同著者（1987）, p. 186も
参照。
▼76　Benedek（1969）, p. 126.
▼77　同書、pp. 126-7。
▼78　同書、p. 129。
▼79　同書、pp. 129-30。
▼80　同書、p130。
▼81　Benedek and Rodnan（1963b）. ゴットフリート・ロゲ（Gottfried Rogg of Augsburg, 1669-
1742）は、1704年から1732年に活躍した製図者、出版者、彫版師。彼の挿絵の大半は、町の光景で
ある。Podagraは、病気に関する彼の唯一の作品と思われる。Googe（1990）も参照。
▼82　Benedek and Rodnan（1963b）, pp. 350-2.
▼83　同書、p. 352。

第四章　科学とシデナム

▼1　最近の歴史記述については、Roy Porter（1986）; ‘Introduction’ to Porter and Teich, eds.
（1992）, pp. 1-10参照。急進的批評については、Cunningham（1988）参照。
▼2　入門書としては、French（1988）参照。
▼3　ハーヴィーについては、Pagel（1958b）; 同著者（1976）; Keele（1965）; および最近のFrench

（1994）参照。ウィリアム・ハーヴィー（William Harvey, 1578-1637）は、ケンブリッジ大学とパド
バ大学で医学を学び、ジェームズ一世とチャールズ一世の医師を務めた。心臓と循環についての彼の
見解は、De motu cordis（1628）で公表された。
▼4　Frank（1980）; Webster（1975）.
▼5　レーウェンフックについては、本書第五章を参照。
▼6　マルチェロ・マルピーギ（Marcelllo Malpighi, 1628-94）は、ボローニャ大学で医学を学び、
1653年に卒業。ピサ、メッシーナ、そして1666年以降はボローニャの各大学で医学を教えた。ジョ
ヴァンニ・ボレリ（Giovanni Alphonso Borelli, 1608-79）は、ローマ大学で数学を学び、30代前半で、
メッシーナ大学の教授となる。天文学や、呼吸・消化・尿分泌などの生理現象を含むさまざまなテー
マについて執筆した。
▼7　ジョルジョ・バリーヴィ（Giorgio Baglivi, 1668-1707）は、ナポリ大学で医学を学んだ後、イ
タリア各地の病院や学校を広範に巡歴し、1692年に、ローマ教皇インノケンティウス12世が、彼の
ためにローマのサピエンツァ大学での地位を確保した。その4年後、De Praxi Medica（1696）を出
版し、国際的な認知を得る。
▼8　Pagel（1982）. ヤン・パブティスタ・ファン・ヘルモント（Johannes〔Joan〕Baptiste van 
Helmont, 1579ころ -1644）は、ベルギーのルーヴァン大学で学び、ブリュッセル近郊のフィルフォー
ルデで医者を開業した。のちに化学に転向。彼の原理は、Ortus medicinae（1648）に纏められた。
▼9　Pagel（1982）, p. 35.
▼10　フランツ・デ・レ・ボーエ（Franciscus de le Boë Sylvius, 1614-72）は、オランダのライデン
大学で医学を学び、1637年、スイスのバーゼル大学で学位を取得。主要作品Praxeos medicae idea 
novaの第一巻が、1671年に刊行された。
▼11　French and Wear, eds.（1989）.
▼12　Wear（1989）の説得力のある議論を参照。
▼13　Slack（1979）; Beier（1987）.
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▼14　Culpeper（1652）; Archer（1671）, pp. 132-4.「内科および外科の開業医」ラルフ・ウィリアム
ズが、薬草、根、樹皮など簡単に入手できる成分に基づくペスト、三日熱、痛風の治療法を記述した。
Physical Rarities , 2nd edn.（1652）, p. 105fにおいて、彼は、痛風のために、古いチーズをベーコンス
ープに浸し、局所使用する膏薬を作るよう推奨した──Nagy（1988）, p. 64。
▼15　Watson（1966）, p. 133参照。ウィリアム・サモン（William Salmon, 1644-1713）は、主に
Synopsis Medicinae（1671）、Seplasium. The Compleat English Physician（1693）、Botanologia. The 
English Herbal（1710）の著者。彼のThe Country Physician, or A Choice Collection of Physick 
Fitted for Vulgar Use（1703）が、pp. 174, 177, 185, 204, 207, 222-3, 249, 303-6, 327-9で、痛風治療を
考察している。Wear（1992）も参照。
▼16　‘Philiatros’（1655）. Nagy（1988）, p. 44参照。
▼17　Nagy（1988）, p. 47.
▼18　同書、p. 47。
▼19　同上。
▼20　同書、p. 68。
▼21　Poynter and Bishop, eds（1956）, x, xxv. ジョン・シムコッツ（John Symcotts, 1592ころ
-1662）は、ケンブリッジ大学で教育を受け、内科医としてハンティンドンに落ち着く。長年にわた
り、オリバー・クロムウェルとその家族の主治医を務めた。ワイン商人の助言を、この内科医がどう
捉えたかについての記録はない。Nagy（1988）, pp. 45-7も参照。
▼22　ベーコンと医学については、Boss（1978）参照。
▼23　Hart（1984）. 他にもさまざまな著名人も患者だった。ジェームズ一世が痛風を患っていたと
議論されてきた。ミルトンも患者だった。ほぼ同年代の伝記において、ジョン・トーランドは、「他
の誰よりも［ミルトンを］苦しめた病は、痛風だった」と述べている──Darbishire, ed.（1932）, p. 
193; Block（1954）。17世紀のある一般人の関節炎患者に関する興味深い記述が、Gillow and 
Hewitson, eds.（1873）にある。サミュエル・ピープスの日記には、痛風に関する言及はほとんどな
いが、ウィリアム・ペン卿の病状ついては、たいして詳しくないが5、6回述べている。たとえば、

「それゆえ、痛風の激痛に苦しむW・ペンと共に、四頭立ての馬車で、ホルボーンの家近くを回る。
彼は、ぬかるみを通るたびに痛がった」──Latham and Matthews, eds.（1970-83）, ix（1668-9）, p. 
246。
▼24　Hart（1984）, p. 126.
▼25　同上。
▼26　同上。
▼27　Aubrey（1972）, p. 131.
▼28　Copeman（1964）, p. 76に引用。このようなエピソードを参照し、ウィリアム・ファルコナー
は、「しかし、このような事実は、役に立つ事柄というよりも、興味深い事柄だ」と述べた──
Falconer（1788）, p. 48。ボイルの見解については、Barbara Beigun Kaplan（1994）参照。これより
少し前の、痛風に関して見解を述べた作家は、ドイツのライプツィヒ、イエナ、フランクフルトで医
学を学んだドイツ人のダニエル・ゼンネルト（Daniel Sennert, 1572-1637）だ。彼のDe arthritide 
tractatus（1632）は、A Treatise of the Gout（1660）として翻訳されている。ゼンネルトは、痛風
を「不治の病 opprobrium medicorum」と呼んだ多くの医者の一人だった。
▼29　ベンジャミン・ウェルズ（Benjamin Welles）は、オール・ソウルズ・カレッジのフェローと
なり、1650年に医師としての開業を許された。グリニッジで開業したが、気難しい性格のため患者
はほとんどおらず、1678年に貧困の中で死亡。A Treatise on the Gout or Joint Evil（1669）を著し
た。
▼30　Dewhurst（1963）, p. 10. ジョン・ロック（John Locke, 1632-1704）は、トマス・シデナムと
親しかった。オックスフォード大学で教育を受け、関心があったのは主として哲学だったが、医師と
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しても開業していた。
▼31　同書、p. 128。
▼32　同書、p. 130。
▼33　同書、p. 149。
▼34　同書、p. 184。Watson（1966）参照。
▼35　Dewhurst（1963）, p. 186.
▼36　同書、p. 189。彼は、国璽尚書の職に就いていた理事の一人アンソニー・ケクと思しき ‘Mr. 
Kek’なる人物の権限で、これを入手した。
▼37　同書、p. 190。ここでの情報提供者は、未確認の ‘Mr. John Amery’という人物だった。
▼38　同書、p. 206。樹皮については、Jarcho（1993）参照。
▼39　Dewhurst（1963）, p. 254──「フュルステンベルク伯の場合、鶏卵一個大の沈着物を除去し
た」。
▼40　同書、p. 255。
▼41　同書、p. 213。
▼42　同書、p. 273。
▼43　同書、p. 274。
▼44　カルダーノについては、本書第三章を参照。
▼45　Benedek and Rodnan（1982）において強調されているとおり。
▼46　彼は、「2、3度以上リウマチを患った」者は、「健康に注意しないと、慢性関節炎を免れる可
能性はほとんどない」と警告した──Baillou（1642）; 同著者（1643）。ギヨーム・ド・バイユー

（Guillaume de Baillou, 1538-1616）はパリ大学で学び、名医・伝染病の研究者になった。
▼47　彼の生涯については、Cunningham（1989）; Dewhurst, ed.（1966）参照。トマス・シデナム

（Thomas Sydenham, 1624-89）はオックスフォード大学で学び、1648年に医学の学位を取得し、その
後、議会軍に仕えた。1655年以降は、ロンドンで開業。疾病の自然発達への科学的取り組み方と、
治療への保守的な姿勢から、「イギリスのヒポクラテス」と呼ばれるようになった。マラリア治療に
おけるキニーネ使用の先駆者であり、鎮痛剤としてアヘンチンキをはじめて使用した。Tractatus de 
podagra（1683）の他に、Methodus curandi febres（1666）などを著した。
▼48　Dewhurst, ed.（1966）, p. 49; Cunningham（1989）.
▼49　Sydenham, Tractatus de podagra et hydrope（1683）; The Works of Thomas Sydenham

（1850）においてA Treatise on Gout, and Dropsyとして翻訳された同作品。便利な現代の（簡約）
版で、大まかに引用されている──Comrie, ed.（1922）, p. 58。
▼50　Comrie, ed.（1922）, p. 70.
▼51　同書、p. 61。
▼52　同書、pp. 61-2。
▼53　同書、p. 58。
▼54　同書、p. 59。
▼55　シデナムは、慢性疾患について広範に執筆するつもりだったが、「研究と仕事のし過ぎは自分
にとって有害である」と述べている──同書、p. 86。
▼56　同書、p. 75。
▼57　従来のヒポクラテスの流れに沿って、彼は、痛風を男性の病気とみなした。
▼58　Comrie, ed.（1922）, p. 58.
▼59　同書、pp. 75-6。
▼60　同書、pp. 76-7。
▼61　消化されなかった体液から病気が生じるという考え方が、体液説の中心だった。基本概念を
King（1970）, pp. 131-2が説明している。
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▼62　アヘンについては、Kramer（1979）; Paulshock（1983）を参照。同時代の作品は、J. Joes
（1701）参照。シデナムによれば、急性発作の治療は、臥床安静と、「疫

プレイグウオーター

病水と呼ばれる水薬の中に
垂らしたアヘンチンキ 20 滴の早急な投与」が必要となる。「……すべての薬草の中でキナ皮

（Peruvian bark）が最も効き、朝晩数粒飲むだけで血液を強化・活性化する」。樹皮については、
Jarcho（1993）, p. 46参照。
▼63　Comrie, ed.（1922）, pp. 93-4. シデナムは、急性発作への干渉は最小限に抑えるよう提唱した。

「この痛みは、自然そのものが行なう不快な治療法」と考えていたからだ。
▼64　同書、p. 95。
▼65　同書、pp. 78-9。
▼66　Sydenham（1850）, ii, p. 161.
▼67　Comrie, ed.（1922）, pp. 95-6.
▼68　同書、p. 78。
▼69　同書、p. 67。
▼70　同上。
▼71　同書、pp. 94-5。また、シデナムは、外用薬をほとんど信用していなかった。もぐさについて
は述べているが、そのような対症療法にはあまり好印象を抱いていなかった。もぐさは、Sir William 
Temple（1681）が推奨した。Rosen（1970）参照。
▼72　Comrie, ed.（1922）, p. 66.
▼73　同書、p. 72。
▼74　同書、pp. 72-3。
▼75　同書、p. 79。
▼76　同書、pp. 79-80。
▼77　同書、pp. 86-7。
▼78　同書、p. 77。
▼79　同上。
▼80　同書、pp. 85-6。
▼81　Copeman（1964）, p. 62. Copemanの判断には、もちろん時代錯誤がある。
▼82　Comrie, ed.（1922）, p. 72. 他の人々と同じように、彼も痛風と結石の関係を認識していた。
▼83　同書、p. 65。シデナムは、おそらくゼンネルトの前例に倣ったのだろうが、治療薬をシデナ
ムが出しおしみしていると思った読者に向けて、痛風に関する小論の最後に、面白半分に、ルキアノ
スのTragopodagraからのリストを載せた。演説の締めくくりに、〈足痛風〉は、彼女に対してむだ
に出された50種類ほどの効きもしない治療薬を列挙した（本書第二章を参照）。
▼84　Hull（1899）, ii, p. 360.
▼85　Halsband（1965）, pp. 3, 171-2, letter of 5 September 1758 to Sir James Steuart.

第五章　18世紀の医学論争

▼1　Desault（1738）. 1725年版と1728年版は、医学史のドイツ語参考文献一覧で引用されているが、
1738年以前のものは見つけていない。ドーヴァーについては、Strong（1955）参照。
▼2　French and Wear, eds（1989）; 同著者（1970）; 同著者（1978）; Theodore Brown（1987）参照。
▼3　Digby（1994）. 患者と医者の対話については、Dorothy Porter and Roy Porter（1989）と
McKee（1994）を参照。
▼4　Flannagan（1981）; Block（1954）.
▼5　診断の仕方については、Shorter（1992）参照。
▼6　McKendrick, Brewer and Plumb（1982）; Brewer and Porter, eds（1993）.
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▼7　Stokes, ed.（1931）, p. 269. 民間伝承については、Bywaters（1962）; Wedeen（1981）参照。
▼8　この問題は、本書第八章でも検討。鉛の添加については、Wedeen（1984a）参照。
▼9　Thomas Cadwalader（1745）.
▼10　Baker（1785）.
▼11　Hardy（1778; 1780）.
▼12　同著者（1780）のタイトルページ。
▼13　本章では、その一例しか検討できない。それらを参照したいと望む研究者向けに、以下を挙
げておく（アルファベット順）; ［Anon.］（1731）; Atkins（1694）; J. Cadwallader（1721）; Caverhill

（1769）; Thomas Dawson（1774, 1775）; Dolaeus（1732）; J. Douglas（1741）; Drake（1758）; 同著者
（1771）; d’Escherny（1760）; Flower（1766）; Gardiner（1792）; Garlick（1729）; Groenevelt（1691）; 
Havers（1691）; Hawkins（1826）, Haygarth（1805）, D. Ingram（1743）, Richard Ingra（1767）, James

（1745）, J. Johnson（1818）; Kinglake（1804）; Lee（1782）; 同著者（1785）; Lobb（1739）; Mann（1784）
; Marshall（1770）; Mooney（1757）; Nelson（1727）; 同著者（1728）; Robinson（1753）; Rowley（1792）
; Scot（1780）; Spilsbury（1787; 1778）; T. Thompson（1740）; John Williams（1774）; Wood（1775）。
この時代の足痛風についての標準的な議論については、Encyclopaedia Britannica（1768, 1797）の
‘Medicine’, p. 211の項目も参照。
▼14　18世紀に人気のあった医学書の一覧と分析については、Virginia S. Smith（1985）参照。
▼15　偽医者については、Doherty（1992）; Roy Porter（1989a）参照。また、本書第八章も参照。
▼16　鉱泉については、Hembry（1990）参照。本書第八章も参照。バースでの痛風の話題について
のおおよその知識は、Wagner, ed（1989）とMitchell and Penrose, eds.（1983）参照。1766年にバ
ースを訪れたジョン・ペンローズ師（the Revd John Penrose）は、自分の「痛風まがい」を本当の
痛風に変えたいと切に望んでいた（p. 55）。「鉱泉という安い治療が、200マイル以内のところにある
のに、家で文句を言いながら寝ている痛風患者は嫌いだ」（p. 51）。
▼17　「18世紀」は、ここでは王政復古期から摂政時代に至る「長い18世紀」の意味で使用する。イ
ギリスについては、この表現は、「ジョージ王朝期」あるいは「ハノーバー王朝期」と同義で使用。
▼18　Dobrée, ed.（1932）, vi, p. 2685）: letter 2391.
▼19　Beresford, ed.（1978-81）, ii, p. 179.  同時代人の多くと同じように、ウッドフォードも、軽い
病をすべて痛風のせいにする傾向があった──「一日中、とても具合が悪かった……痛風体液が何か
しら体質に潜んでいるのだと思う」: iii, p. 209： 25 August 1790. 痛風患者の考え方については、Roy 
Porter and Dorothy Porter（1988）, ch. 8参照。疾病の転移理論については、Malcolm Nicolson

（1988）参照。
▼20　Olby（1993）.
▼21　Bynum and Nutton, eds.（1981）参照。
▼22　この考え方について論じているのが、John MartenのA Treatise of All the Symptoms of the 
Venereal Disease, in both Sexes（1708）だ──Roy Porter（1996）参照。
▼23　Carpenter（1993）; Estes（1993）.
▼24　Gideon Harvey（1672b）, pp. 4, 22; 同著者（1675）. 壊血病については、Carpenter（1986）参照。
特に偽医者は、これを重視した──Roy Porter（1989a）, ch. 5参照。本書を通して使用しているよう
に、「偽医者」は非正規の医師であり、必ずしも詐欺師ではない。
▼25　Benjamin Marten（1720）, p. 10; L. Stevenson（1965）.「癆」あるいはその同義語の「肺結核」
が、唯一の、固定した、特定の「存在論的な」疾病を意味したと想定しないことが重要だ。
▼26　Gideon Harvey（1675）, II──煙と汚染物質が、「腐敗した黄胆汁」を生んだ : p. 33.
▼27　Cummins（1949）, p. 16.
▼28　Morton（1694）. Flick（1925）, pp. 99, 155; Trail（1970）, pp. 166-74; Keers（1982）参照。
▼29　Benjamin Marten（1720）, pp. 22, 36.
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▼30　Christopher Bennet（1720）, p. 19; Estes（1993）.
▼31　Christopher Bennet（1720）, pp. 33-5.
▼32　Flick（1925）, p. 134参照。
▼33　以下のページは、Vandereycken and Deth（1994）, p. 118fにおける素晴らしい議論に依拠す
る。「消耗性」については、Roy Porter（1993c）; David Trotter（1988）参照。
▼34　Celsus（1756）.
▼35　Cheshire（1723）, pp. 4-5.
▼ 36　患者だったもう一人の医師は、チャールズ・ダーウィンの祖父エラズマスだ。King-Hele

（1977）, p. 132参照。
▼37　Cheshire（1747）, iv. 彼は、他のどこかで「私の苦い痛風薬のカップは、同年代の男のカップ
の直径と同じくらいだ」と認めている。同書、p. xiv。
▼38　Andree（1778）, v, i.
▼39　強引な治療法については、Colbatch（1700）参照。
▼40　Sydenham（1850）, ii, p. 161. 本書第四章を参照。
▼41　Timoheus Bennet（1734）, p. 34.
▼42　Ferdinando Warner（1768）.
▼43　Timotheus Bennet（1734）, p. 34.
▼44　Buzaglo（1778）, p. 17.
▼45　同書、p. 4。
▼46　同書、pp. 4-5。
▼47　同書、p. 17。
▼48　同書、p. 18。
▼49　「幸いな誤ち」というキリスト教の考え方に、明らかな類似点がある。
▼50　これらの新たな医学哲学については、前述の註2を参照。
▼51　McCarty（1970）; Dobell（1960）. レーウェンフックは、結晶の化学特性については認識してい
なかった。1772年にシェーレが尿路結石の成分として記述するまで、「尿酸」は知られていなかった。
▼52　McCarty（1970）.
▼53　同書。
▼54　同書。
▼55　同書。
▼56　同書。Leeuwenhoek（1685）参照。
▼57　ジョージ・チェーン（George Cheyne, 1761-1743）は、エディンバラ大学で学び、当初は医学
よりも数学と自然哲学を好んだ。著しい肥満と戦い、彼のThe English Malady（1733）は、富者の
生活様式を批判した。
▼58　アーチボルド・ピトケアン（Archbald Pitcairne, 1652-1713）については、Guerrini（1986; 
1987）参照。
▼59　Guerrini（1985）, pp. 222-45; Shuttleton（1992）参照。彼の不安と病的恐怖については、
Rousseau（1988）参照。Cheyne（1722; 1734; 1724; 1733; 1740; 1742; 1743）も参照。
▼60　Cheyne（1733）。復刻版（1990）へのRoy Porterによる Introductionを参照。背景については、
Rousseau（1976; 1980; 1991）参照。
▼61　Cheyne（1734; 1st edn. 1724）.
▼62　同著者（1720）。第2版が、An Essay of the True Nature and Due Method of Treating the 
Gout（1720）というタイトルで同年に出た。1721年、1722年、1723年、1724年、1725年、1737年、
1738年、1753年に、同じタイトルで版を重ねた。
▼63　同著者（1743）, p. 17。これは、もちろん著者の戯言かもしれない。
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▼64　同著者（1720）, p. 78。
▼65　同著者（1742）, p. 179。
▼66　同著者（1720）, p. 7。
▼67　同書、p. 7。
▼68　同書、p. 10。
▼69　同著者（1743）, pp. 40-1。出血性の痔は、痛風と同じように、有害物質を排出する自然の営み
と広くみなされていた。生理と比較。
▼70　同著者（1742）, p. 177。
▼71　同書、pp. 177-80。
▼72　同書。Schnitker（1936）, pp. 89-120参照。
▼73　本書第7章を参照。
▼74　Blackmore（1726）, xxxvii. 彼のA Treatise of the Spleen and Vapours（1725）; Albert 
Rosenberg（1953）; Bishop（158）, pp. 118-211も参照。ブラックモアの立場については、Levine

（1991a）; Julian Martin（1988）参照。
▼75　Blackmore（1726）, p. 35; McMahan（1976）.
▼76　Blackmore（1726）, p. 48.
▼77　同書、p. 118。
▼78　同書、pp. 133-4。疾病の擬人化について、瘰癧が、国王が触れると治る病気 King’s Evilと呼
ばれたことも留意されたい。
▼79　Neuburger（1932）.
▼80　Blackmore（1726）, pp. 65, 36-7.
▼81　同書、pp. 61-2。
▼82　同書、pp. 14-15。
▼83　同書、p. 60。
▼84　同書、p. 2。消化については、McKee（1994）参照。
▼85　Blackmore（1726）, pp. 52-3. 贅沢への批判が特に強かった──Sekora（1977）。
▼86　Blackmore（1726）, p. 35.
▼87　同書、p. 38。
▼88　同書、p. 40。
▼89　同上。
▼90　同上。
▼91　同書、p. 74。
▼92　同上。
▼93　同書、p. 84。アヘンの安全性へのジョージ王朝期の医師の信頼については、Kramer（1979）, 
pp. 377-89; Paulshock（1983）, pp. 53-6参照。
▼94　Blackmore（1726）, p. 91.
▼95　同書、p. 99。
▼96　同書、p. 101。
▼97　モラル・エコノミーについては、E. P. Thompson（1991）参照。痛風に関しては、多くの医
師が、独自のチェック体制と道徳的拘束力を伴う医療経済の観点から考えたと思うかもしれない。自
作の詩を通して表現されたブラックモアのより深い関心については、Marjorie Hope Nicolson

（1946）, pp. 57-8, 60, 66-7, 103, 104, 114; 同著者（1959）参照。ブラックモアの詩には、Creation, A 
Philosophical Poem, In Seven Books（1712）などがある。第5巻は、痛風を想起させる（lines 23-32, 
37-8）。
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疝痛、痛風、結石を見よ、その残酷な一連の流れは
どんな治療をしても無駄
さまざまな責め道具と長引く苦痛の種を用いて、退けられる
互いに和らげたかと思いきや、代わる代わる悩ませる
そして、暴君のごとく拷問にかけるが、殺しはしない……
だが、素晴しい大義が登場するかもしれない
結果は現実、そして痛みに偽りはない

▼98　したがって、それは、ルネサンス期の狂気の表現としてとても有名な「愚者の石」に匹敵す
る。
▼99　ウィリアム・ステュークリー（William Stukeley, 1687-1765）は、1719年にロンドン大学から
医学博士号を取得し、1720年に英国王立内科医協会のフェローとなり、1722年にはグールストン講
演を行なった。1726年にグランサムに移り住み、そこで長年開業した。1729年に叙階される。作品
は、Of the Gout（1734）、Stonehenge, A Temple Restor’d to the British Druids（1740）など。晩年
の大半をロンドンで過ごし、特に1750年代には、ジョン・ヒル（以下を参照）と親交を結び、二人
で協力して痛風に関する独自の理論を打ち立てたのかもしれない。Piggot（1950）; David Douglas

（1939）; Levine（1987; 1991a; 1991b）も参照。
▼100　以下の多くは、優れた論文であるKerin Fraser（1992）に依拠する。
▼101　同書、p. 165。Meade（1974）; Zuckerman（1965）参照。
▼102　Kevin Fraser（1992）, p. 166.
▼103　同上。
▼104　同書、p. 167。
▼105　同上。
▼106　同上。
▼107　同書、p. 168。
▼108　同上。
▼109　同書、p. 169。
▼110　同上。
▼111　同書、p. 170。
▼112　Havers（1691）.
▼113　Kevin Fraser 1992）, p. 169.
▼114　同上。ステュークリーは、ローマ人は贅沢な暮らしにもかかわらず、体に香油を塗る習慣の
おかげで痛風を免れていたと信じていた。
▼115　ステュークリーは、自分はロジャーズとは無関係に活動しており、「私の唯一の目的は、一
般の利益に尽くすことである」と強調した。Stukeley（1784）参照。
▼116　同書、p. 3。
▼117　同書、pp. 3-4。
▼118　同書、p. 10。
▼119　同書、pp. 4-5。
▼120　同書、pp. 5-6。
▼121　同書、pp. 6-7。
▼122　同書、pp. 11-13。
▼123　同書、pp. 15-16。問題の作品は、Walter Harris のPharmacologia antiempirica（1683）。
▼124　Stukeley（1734）, p. 88.
▼125　同書、p. 41。
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▼126　同書、p. 29。ミードについては、前述の註93を参照。毒については、Maehle（1995）参照。
レーウェンフックが王立協会に報告した、顕微鏡を通して見た痛風結節における針状の結晶という描
写について、ステュークリーが認識していた兆候はない。
▼127　Stukeley（1734）, p. 38.
▼128　同書、p. 56; Kevin Fraser（1992）, p. 176.
▼129　Roy Porter（1989a）参照。
▼130　Kevin Fraser（1992）, p. 179.
▼131　同上。
▼132　ウィリアム・ピットの痛風については、本書第八章を参照。
▼133　Kevin Fraser（1992）, p. 180.
▼134　同書、p. 181。
▼135　同書、p. 182。
▼136　Rousseau（1978a）および（1982）。ジョン・ヒル（John Hill, 1716?-75）は、薬剤師の見習い
となり、その後、ウェストミンスターで自分の店を開いた。劇作家としては失敗したが、薬剤師は続
けた。ランカスター・ゲートの自宅で植物を栽培し、それを使っていんちき薬を作った。作品は、
The Useful Family Herbal（1754）、The Management of the Gout（1758）など。
▼137　Kevin Fraser（1992）, p. 183.
▼138　この本は、（‘George Crine’という）偽名でThe Management of the Gout, by a Physician 
From his Own Case. With the Virtues of an English Plant Bardana, Not Regarded in the Present 
Practice, but Safe and Effectual in Alleviating that Disease, by George Crine（1758）として始まっ
た。第2～5版が1758年に出版された。1758年に、ヒルの本名でThe Management of the Gout, with 
the Virtues of Burdock Root, First Us’d in the Author’s Own Case, and Since in Many Other 
Successful Instancesとして第6版が登場。これが後に、The Management of the Gout in Diet, 
Exercise and Temper: with the Virtues of BURDOCK Root, Taken in the Manner of Tea: First Us’d 
in the Year 1760; in the Author’s Own Case; And Since in Many Other Successful Instances, to the 
Present Time. By J. Hill, M. D. Member of the Imperial Academy, 8th edn.（1771）となった。
Rousseau（1982）およびKevin Fraser（1992）, p. 185を参照。
▼139　Hill（1758）, p. 1. 1771年版ではp. 5。
▼140　同書、p. 2（p. 7, 1771年版）。
▼141　同書、p. 3（p. 8, 1771年版）。
▼142　同上。
▼143　p. 4（p. 8, 1771年版）。
▼144　p. 6（p. 9, 1771年版）。
▼145　p. 14（p. 9, 1771年版）, p. 25。ヒルは、痛風の遺伝性については慎重だった──「我々は、痛
風が何によってもたらされるかはわかる。見かけは丈夫そうでも、痛風が遺伝性であるか否かは、あ
まり明確ではない」、pp. 5-6（p. 9, 1771年版）。
▼146　同書、pp. 25-6（p. 15, 1771年版）。
▼147　同書、p. 26（p. 15, 1771年版）。
▼148　同書、pp. 43-4（pp. 49-50, 1771年版）。
▼149　Cullen（1808）; Doig, Ferguson, Milne and Passmore, eds.（1993）; Lawrence（1984）; Rosner

（1990）.
▼150　Faber（1930）; Bynum（1993）; Lindeboom（1968; 1970; 1974）.
▼151　Cullen（1808）。Boissier de Sauvages（1763; 1808）も参照。
▼152　Archives of the Royal Medical Society of Edinburghのvol. lvii（1807-8）掲載の論文におい
て、H. Shuteはカレンの疾病分類学を強調し（p. 338）、カレンの言葉を引用して、「一般に不規則性
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痛風が原因とされている疾病の非常に多くは、痛風とはまったく無関係なものだと思われる。たとえ
ば、心気症、喘息、動悸、眩暈、頭痛、卒中、痙攣、要するに特定の体質において発症するすべての
頭部、胸部内臓、腹部内臓の病気がそうである」と指摘した。我々は、Dr. Hannah Augusteinから
この言及を得た。
▼153　French（1969）.
▼154　例えば、Duckworth（1889）。
▼155　ブラウンについては、Risse（1988）参照。
▼156　ジョージ王朝期の偽医者も、痛風治療薬を開発していたことは付け加えておこう。それにつ
いてここで検討する紙幅はないが、Roy Porter（1998）を参照。

第六章　痛風とジョージ王朝期の紳士

▼1　Digby（1994）; Dorothy Porter and Roy Porter（1989）. 戯画・諷刺画については、Arnold-
Forster and Tallis, comps（1989）; Burnby（1989）参照。家庭の医学書は、Family Companion for 
Health（1729）; Family Guide to Health（1767）; Bullman（1789）; Reece（1803）など──Reeceにつ
いては、本書第八章で述べる。議論については、Lawrence（1975）; Roy Porter, ed.（1992）参照。
▼2　Andrews, ed.（1954）, ii, p. 238.
▼3　患者だった最も有名な哲学者は、イマヌエル・カントである。
▼4　Ellis（1927）, pp. 162-3. Graham and Graham（1957）, p. 209; Copeman（1964）, p. 82も参照。
▼5　Hartshorne, ed.（1905）, p. 103.
▼6　Pat Rogers（1981）, pp. 315-16における引用。Bierce（1911）, p. 76.──「痛風（名詞）金持ち
の患者のリウマチに医者がつけた名称」──と比較。
▼7　Lady Holland（1855）, ii, pp. 130-1におけるLetter to Lady Holland, 8 November 1816。
▼8　Philander Misaurus（1735）. その文章が依拠している擬似礼讃の文

コ ン ベ ン シ ヨ ン

学的伝統については、本書
第三章を参照。当時は、当然ながらイギリスの諷刺の黄金時代だった──Rawson（1994）。
▼9　Philander Misaurus（1735）, pp. v-vi.
▼10　同書、pp. 1-2。
▼11　同書、p. 3。
▼12　同上。
▼13　同上。
▼14　同書、p. 6。
▼15　同書、p. 7。
▼16　同書、pp. 7-8。
▼17　同書、p. 9。
▼18　同上。痛みについては、Roy Porter（1993b）参照。
▼19　Philander Misaurus（1735）, pp. 11-12.
▼20　Warter, ed.（1831）, p. 551における引用。
▼21　Philander Misaurus（1735）, p. 14.
▼22　同書、pp. 21-2。
▼23　同書、p. 23。
▼24　同上。
▼25　同書、p. 34。これは、シデナムについての言及だったのか？
▼26　同書、p. 35。
▼27　同上。
▼28　同上。
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▼29　同書、pp. 39-40。
▼30　同書、pp. 42-3。
▼31　同書、p. 43。
▼32　同書、p. 49。
▼33　同書、p. 52。
▼34　伝統的身体における流動性は、Duden（1991）において強調されている。Neuburger（1932）
も参照。
▼35　Verey, ed.（1930）, ii, p. 56: William Abel to Ralph, Lord Fermanagh, 3 January, 1718.
▼36　Lord Herbert, ed.（1950）, September 1779, p. 265. 贅沢と酒については、Healey（1975）, pp. 
659-62参照。
▼37　Norton, ed.（1956）, ii, p. 239. 彼は後に、自分の痛風の「衰亡」について言及している（p. 
375）。
▼38　現代の片頭痛に関するOliver Sackの見解（1981）と比較。
▼39　Boyd, ed.（1958）, pp. 99-103におけるThomas Jefferson to John Jay, 1 February 1787。
▼40　Hartshorne, ed.（1905）, p. 103. Horace, Epistles , 1. 10. 24からの誤引用。
▼41　Dewhurst, ed.（1966）, pp. 174-5に引用されたSydenham to Major William Hale。
▼42　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxvi, p. 597: to Sir Horace Mann, 25 July 1785.
▼43　King and Ryskamp, eds.（979-84）, iv, p. 91. クーパーは、The Taskにおいてこう書いている。

ああ、願わくば（淫らな肉慾を甘やかして暮らしているつもりはないが）
放蕩の過ぎる者の足指にはびこる関節の痛みから免れて生きたいものだ
ソファは、痛風持ちの脚にふさわしいのは確かだ
ソファに横になっても、痛風持ちの脚にはなりたくないものだ

（Book I: lines 103-8）

▼44　Greig, ed.（1969）, i, p. 180: letter to John Clephane, 2 October 1753. ヒュームは、「一回の痛
風発作は、君の間投詞の在庫を大いに増やす。そして、普通の文法では、味も素っ気もない話のその
部分を、名詞や動詞よりも豊かにしてくれる」と言い添えた。
▼45　同上。
▼46　Smyth, ed.（1906）, viii, p. 161. Wallace（1968）, pp. 312-20も参照。
▼47　The Marquis of Lansdowne, ed.（1934）, pp. 258-9.
▼48　Chapman, ed.（1952）, iii, p. 81: letter 891.
▼49　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxv, p. 402: to Sir Horace Mann, 8 May 1783.

庶民院が、いまだかつてないほど悪い状態でも、我々改革主義者にはまだ許容できるに違いない。
王政復古以来、一年に二人の首相を失脚させた庶民院が他にあっただろうか？　要するに、私は、
自分の体質を見るのと同じ観点で庶民院の体質を見ている。痛風は、炎症を引き起こし、体を弱
め、手足を不自由にする。それでも、勝手に浄化し、薬を必要としない。いんちき療法に頼れば、
死にかねない。それに、痛風は他の病気を予防し、寿命を延ばしてくれる。熱病、麻痺、卒中に
ならなくて済むのに、痛風を治療などできはしない。

　もちろん、ホレス・ウォルポールが、自分は庶民院の偉大な政治家ロバート・ウォルポール卿の息
子だと信じていたことが重要だ。
▼50　Sprigge, ed.（1968-81）, ii, p. 207.
▼51　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxxv, p. 259: to Richard Bentley, 16 November 1755. Gwynn
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（1932）, pp. 33, 171-3, 189, 206-7, 226, 230-1, 232, 245, 250, 252, 263, 266, 267参照。
▼52　同書、xxxv, p. 264: to Richard Bentley, 6 January 1756。約20年後も、彼はまだ友人たちに、
強いワインで痛風を寄せ付けないようにするのはやめろ、それは不規則性痛風を引き起こすからと忠
告していた──xxiv, p. 423: to Sir Horace Mann, 27 November 1778。
▼53　同書、xxxv, p. 303: to the Earl of Strafford, 7 August 1760。
▼54　同書、xxxviii, p. 65: to the Hon. Henry Seymour Conway, 7 August 1760。ポール・プライア
ントは、ウィリアム・コングリーブのThe Double Dealer（1693）の登場人物。
▼55　同書、ix, p. 291: to George Montagu, 12 August 1760。彼は、「痛風のお仕着せ」を着た別の
機会についても冗談めかして話すことができた──xxii, p. 348: to Sir Horace Mann, 16 October 1765。
▼56　同書、xxii, p. 10: to Sir Horace Mann, 20 December 1762。
▼57　同書、x, p. 159: to George Montagu, 6 July 1765。
▼58　同書、xxxix, p. 3: to the Hon. Henry Seymour Conway, 3 July 1765。
▼59　同書、xxxi, p. 37: to the Countess of Suffolk, 3 July 1765。
▼60　同書、xxii, p. 311: to Sir Horace Mann, 12 July 1765。
▼61　同書、xxiv, p. 501: to Sir Horace Mann, 4 August 1779。同じ節で、痛風は、「私の宿敵」と
ある。彼は、数年後に書いている──「道化役しかできないとずっと思っていた痛風が、どんな形も
取れると、私は信じている」──xxix, p. 89: to the Revd William Mason, 4 January 1781。
▼62　Toynbee, ed.（1903-25）, vi, p. 270, letter 1038: to George Montagu, 28 July 1765. 自由の政治
学については、以下を参照。
▼63　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, i, p. 95: to the Revd William Cole, 5 September 1765.「のみに食わ
れたどころの」痛みではない──xxii, p. 348: to Sir Horace Mann, 16 October 1765。
▼64　同書、x, pp. 179-80: to George Montagu, 16 October 1765。
▼65　同書、xiii-xiv, p. 143: to Thomas Gray, 19 November 1765。ウォルポールの心が軟化して、い
んちき薬を手に入れようとした形跡はない。グレイの痛風については、Ketton-Cremer（1955）, pp. 
118, 260参照。
▼66　同書、xxxii, p. 210: to the Countess of Upper Ossory, 15 October 1774。
▼67　同書、xxxix, p. 206: to the Countess of Ailesbury, 8 November 1774。「ミイラ」という語の使
用については、xxxix, p. 229: to the Hon. Henry Seymour Conway, 26 December 1774も参照。
▼68　同書、xxiv, p. 67: to Sir Horace Mann, 23 December 1774。
▼69　同書、xxxix, p. 226: to the Hon. Henry Seymour Conway, 15 December 1774。
▼70　同書、xxiv, p. 66: to Sir Horace Mann, 23 December 1774。
▼71　同書、xxv, p. 402: to Sir Horace Mann, 9 January 1775。ウォルポールの手紙の多くは、ブー
ティキンを称賛している。例えば、ii, p. 1: to the Revd William Cole, 26 January 1776も参照。
▼72　同書、xxiv, pp. 70-1: to Sir Horace Mann, 9 January 1775。
▼73　同書、xxiv, p. 184: to Sir Horace Mann 22 March 1776。
▼74　同書、xxiv, p. 421: to Sir Horace Mann, 30 October 1778。
▼75　同書、xxiv, p. 423: to Sir Horace Mann, 27 November 1778。
▼76　「古代の紳士が結婚するとき、看護人が欲しいからというのが最良の口実だった。これが国王
ソロモン──最も賢い人間にして、最高権力と最大の富を誇った国王──が、高齢になって重い痛風
を患ったときに 1000人もの妻を娶った動機だったのだと私は思う」──同書、xi, p. 72: to Miss 
Mary Berry, 30 September 1789。
▼77　同書、xxxiii, p. 120: to the Countess of Upper Ossory, 5 September 1779。
▼78　同書、xxix, p. 7: to the Revd William Mason, 22 January 1780。美的背景については、
Marjorie Hope Nicolson（1959）参照。当時のベスビオ山のたび重なる大噴火が、この類推を招いた
に違いない。
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▼79　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxxi, p. 237: to Lady Browne, 14 December 1785.
▼80　同書、xxv, pp. 622-3: to Sir Horace Mann, 13 February 1786。後に彼は、痛風結石を「［ジョ
ン・］ハンター氏の人類の苦難のコレクションに並べる価値のあるものと呼んでいる」──同書、
xv, p. 241: to the Revd Robert Nares, 5 October 1793。
▼81　同書、x, p. 83: to Miss Mary Berry, 10 July 1790。ブラックモアについては、本書第五章を参
照。
▼82　同書、xxxi, p. 341: to Miss Hannah More, 25 July 1790。
▼83　同書、xxxi, p. 345: to Mrs Dickenson, 25 August1790。
▼84　同書、xi, p. 177: to Miss Mary Berry, 9 January 1791。
▼85　同書、xi, p. 313: to Miss Mary Berry, 17 July 1791。
▼86　疾病についての啓蒙主義的な態度の優れた描写は、Geyer-Kordesch（1985）が提供している。
彼の父親ロバート卿の政治モットーは、quieta non movere、落ち着いている物を動かすなだった。
▼87　これに、ジョン・アーバスノット博士のCymbelineと、ドライデン訳のユウェナイスからの
引用が続いた。形容詞「痛風のgouty」は、ジョンソンに、John GrauntのNatural and Political 
Observations（1662）の一文を思い出させた。関節炎の項目（「関節を侵すすべての病気だが、痛風
が最も著しい」）は、それが、関節疾患の総称としてまだ使用されていたことを示している。ジョン
ソンの痛風について、最近になって極めて貴重な二つの議論が成されたため、本書のこれに続く説明
は、幾分簡略化されている──J. P. W. Rogers（1986）, pp. 133-44とWiltshire（1991）, pp. 35-6。
▼88　Pottle and Bennett, eds.（1936）, pp. 168-9. カドガンについては、本書第七章を参照。
▼89　Chapman, ed.（1984）, ii, p. 84: Johnson to Mrs Thrale, letter 432, 29 August 1775.
▼90　同書、p. 147: letter 494, 6 July 1776。
▼91　同書、iii, p. 92: letter 894, 23 October 1783。
▼92　同書、ii, p. 138: letter 485, 3 June 1776。
▼93　同書、iii, p. 81: letter 891。
▼94　同書、p. 86: letter 874, 9 October 1783。
▼95　「私のさまざまな病気は、他の点では、普通より軽い」と、彼はスレール夫人に語った──同
書、p. 38: letter 853, 21 June 1783。
▼96　同書、ii, p. 309: letter 635, 19 October 1779。
▼97　Redford, ed.（1992）, iii, p. 221: to John Taylor, 9 December 1779.
▼98　Balderston, ed.（1951）, I, p. 521. フロイトとの類似点を考えると興味深い。フロイトも、同じ
ように「抑圧」の弊害を強調している。冷水は痛風を引き起こし、悪化させ、反発性痛風の原因とな
りかねないと広く信じられていた。Brownrigg（1993）, p. 53参照。
▼99　The Marquis of Lansdowne, ed.（1934）, p. 254. 彼女の意見は、冷水は、痛風の管を萎縮させ、
その内容物を他のもっと危険な部位へ排出させてしまうという確信に従っている。
▼100　Quennell, ed.（1948）, p. 121.
▼101　Treue（1958）, p. 147.
▼102　Rannie, ed.（1898）, I, p. 266: Wednesday, 26 June 1706. 軽率な治療の試みが、痛風ではなく
一族を断絶させたというのが教訓だった。
▼103　Swift, ‘Bec’s Birthday’, in Swift（1937）, ii, p. 761; Flynn（1990）. スウィフトの疾病には、リ
ウマチ、難聴、眩暈が含まれた。
▼104　Smyth, ed.（1906）（‘Dialogue Between Franklin and the Gout’）, p. 154. Pepper（1970）; 

［Anon.］（1959）, pp. 34-5; Ronald W. Clark（1983）, pp. 150, 297, 315, 364, 368-9.
▼105　Smyth, ed.（1906）, p. 155.
▼106　同上。
▼107　同上。
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▼108　同書、p. 156。
▼109　同書、p. 157。
▼110　同書、p. 158。
▼111　同上。
▼112　同書、pp. 159-60。
▼113　同書、p. 161。
▼114　同書、p. 152。
▼115　また別の機会には、「ボリュームたっぷりの夕食とチーズを食べ、シャンパンを大量に飲ん
だ」と記録している──［Anon.］（1959）, pp. 34-5。
▼116　そのような考え方が、他の文化においてどの程度受け入れられたかについては、フランス、
ドイツ連邦、イタリア、スカンジナビア、その他の医学的・政治的背景に関する調査が待たれる。
▼117　David Trotter（1988）; Barkan（1975）; Bamborough（1952）.
▼118　Marjorie Hope Nicolson（1960）.
▼119　Pocock（1972）, p. 217に引用されたMatthew Hale。
▼120　Dickinson（1977）, p. 81に引用されたWalter Moyle（1796）。
▼121　Gunn（1983）, p. 199に引用されたDavid Williams（1778）, p. 1。
▼122　政治用語については、Pocock（1972; 1975; 1985）; Robbins（1959）; Dickinson（1977）参照。
▼123　バークの引用については、Pocock（1972）, p. 226参照。Brewer（1976）も参照。Brewer

（1986）は、また、そのような隠喩の絵画化について調査した。この点については、Rodnan（1961）, 
pp. 27-46; Atherton（1974; 1982）, pp. 3-31; George（1967a; 1967b）; Helfand（1978）も参照。
▼124　Sekora（1977）; Berry（1994）.
▼125　Duncan Forbes（1975）.
▼126　Mandeville（1970）, pp. 67-8; McKee（1991）.
▼127　「宇宙論的保守主義」については、Willey（1962）参照。
▼128　Dickinson（1977）, p. 142.
▼129　Pocock（1972）, p. 129.
▼130　Hume, ‘Of the Original Contract’, in（1963）, p. 463.
▼131　同上。
▼132　Pocock（1972）, p. 211で議論されたEdmund Burke（1901）, ii, p. 307。
▼133　Blackmore（1726）, p. 40.
▼134　Roy Porter（1992b）; Marcovich（1982）.
▼135　政治的管理については、Plumb（1967）参照。
▼136　Grant（1779）, p. 21.
▼137　Dickinson（1977）, p. 204における引用。
▼138　同書、p. 243。
▼139　Norton, ed.（1956）; Craddock（1982; 1989）; Spacks（1976）, ch. iv.
▼140　Bonnard, ed.（1966）, p. 40. The Memoirsは、自身の体、特にその（幸運な）病と人間との
関係について想像力に富む描写──というより、連続する人生の六つの段階の描写──を提供してい
る。
▼141　Norton, ed.（1956）, I, p. 356: to Dorothea Gibbon, letter 214, 22 December 1772.
▼142　同書、ii, p. 50: to J. B. Holroyd（later Lord Sheffield）, letter 284, 20 December 1774。
▼143　同書、p. 54: to Dorothea Gibbon, letter 288, 7 January 1775。
▼144　同書、p. 163: to J. B. Holroyd, letter 396, 4 November 1777。
▼145　同書、p. 165: to Dorothea Gibbon, letter 400, 13 November 1777。軍隊言葉が、至る所に存
在した。Spilsbury（1775）, pp. 58-9参照。
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▼146　Norton, ed.（1956）, ii, p. 165: to J. B. Holroyd, letter 401, 14 November 1777.
▼147　同書、p. 238: to Dorothea Gibbon, letter 468, 10 March 1780。
▼148　同書、p. 239: to Dorothea Gibbon, letter 469, 18 March 1780。
▼149　同書、p. 290: to Dorothea Gibbon, letter 531, 23 January 1782。
▼150　同書、p. 322: to Dorothea Gibbon, letter 565, 19 February 1783。
▼151　同書、p. 324: to Dorothea Gibbon, letter 568, 29 March 1783。
▼152　同書、p. 330: to Dorothea Gibbon, letter 572, 30 May 1783。
▼153　同書、p. 375: to Lady Sheffield, letter 607, 28 October 1783。自分の「一部器官 member」へ
の言及は、ギボンにとっては性的な意味があったと、ここでも別の箇所でも想像してしまう。彼は、
シェフィールド夫人ときわどい二重の意味を持つ語を使用していたのか？
▼154　同書、p. 411: to Dorothea Gibbon, letter 618, 28 May 1784。
▼155　同上。
▼156　同書、iii, p. 18: to Dorothea Gibbon, letter 624, 17 October 1784。
▼157　同書、p. 18: to Lord Eliot, letter 625, 27 October 1784。
▼158　同書、pp. 27-8: to Dorothea Gibbon, letter 627, 15 July 1785。痛風が哲学を教えるというの
は、新古典主義時代の決まり文句だった。したがって、1741年6月8日に、バンブラ（Vanbrugh）
は、第三代カーライル伯爵からの手紙への返信を、「あなたの哲学の偉業は、すべて痛風発作のおか
げです」と書き始めている──Downes（1987）, p. 385。
▼159　Norton, ed.（1956）, iii, p. 41: to Dorothea Gibbon, letter 633, 3 May 1786.
▼160　同書、p. 82: to Lord Sheffield, letter 660, 26 November 1787。
▼161　同書、pp. 190-1: to Lord Sheffield, letter 759, 15 May 1790.「高尚な部位」への言及には、性
的なからかいがある。
▼162　同書、p. 197: to Lord Sheffield, letter 762, 7 August 1790。
▼163　同上。
▼164　同書、p. 199。
▼165　同書、p. 264: to Dorothea Gibbon, letter 804, 1 August 1792。
▼166　Rodnan and Benedek（1965）, pp. 115-39. もっと一般的には、Cotton Mather（1994）参照。

第七章　スモレット、カドガン、そして論争

▼1　Tierney（1989）, p. 209.
▼2　同書、p. 249。
▼3　同書、p. 261。
▼4　同上。
▼5　同書、p. 270。
▼6　同書、p. 279。
▼7　同書、pp. 300-1。
▼8　同書、p. 326。
▼9　同書、p. 440。
▼10　同書、p. 481。
▼11　架空の登場人物ウィリアム・ルイス医師の由来については、Rousseau（1982）参照。いくつ
かの重要な意味において、ルイスは、スコットランドの医師ジョン・ムーア（John Moore, 1729-
1802）に基づいていた。
▼12　Preston, ed.（1990）, p. 1: to Dr Lewis, 2 April. Humphry Clinkerの引用はすべて、Prestonに
依拠。
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▼13　同書、p. 336: to Dr Lewis, 20 November。
▼14　同上。
▼15　スモレットに関する歴代の批評については、Kelly, ed.（1987）参照。
▼16　Rousseau（1982）参照。Crawford（1992）, ch. ivは、「スコットランド人のスモレット」を

「イングランド人」の著者として取り込んだことについて参照する価値がある。Nemonianu（1989）
は、‘Illness and Style: The Case of Bramble’s Hypochondria’と題する章において、「痛風は、急性疾
患や命に係わる疾病と異なり、牧歌的生活を脅かすことのない虚弱と長寿と共生可能な慢性疾患であ
る」と書いている。これは事実だが、スモレットが明らかにしたいのは、痛風は、故郷ウェールズの
社会に溶け込むためにブランブルが克服しなければならない慢性疾患であるということであり、同じ
慢性疾患である心

ヒポコンドリア

気症を克服しなければならないのは言うまでもない。スモレットが主人公の特徴付
けに利用したのは、まさに痛風の滑稽な逆説である。スモレットにとって痛風は、飽き飽きするよう
な反復性を特徴とする心気症とは違い、単なる文化的象徴以上の病を意味している。この二つの慢性
疾患はどちらも確かに当たり障りのないものだが。この観点から、特にジョージ王朝期の心気症の文
脈を考慮して、Nemonianuが行なったよりも明確に痛風と心気症を差別化する必要がある。
▼17　これらの問題は複雑で、本書では検討できないが、Rousseau（1982）; Boucé（1971）; Basker

（1988）を参照。経済的・職業的予定表に従って、毎日定数の文章を書きなぐったグラブ街の物書き
としてのスモレットの研究が必要だ。
▼18　Bourgeois（1986）; Knapp（1949）; Musher（1967）; Rousseau（1966）; Schuyler（1890）; Sena

（1975）; Underwood（1937）参照。
▼19　議論を見出せるものと期待すべき史料には、何も書かれていない。Rothfield（1987）参照。
▼20　Kelly, ed.（1987）, pp. 320-5およびpp. 357-64を参照。
▼21　Knapp（1949）; Rousseau（1966）参照。
▼22　Preston ed.（1990）, p. 25: to Dr Lewis, 20 April.
▼23　同上。
▼24　同書、p. 52: to Dr Lewis, 5 May。
▼25　同書、p. 26: to Dr Lewis, 20 April。
▼26　同書、p. 138: to Dr Lewis, 12 June。
▼27　同書、p. 151: to Dr Lewis, 14 June。
▼28　同書、p. 159: to Dr Lewis, 26 June。
▼29　同書、p. 168: to Dr Lewis, 26 June. Rousseau（1991d）, pp. 41-2も参照。
▼30　Preston, ed.（1990）, p. 168: to Dr Lewis, 26 June.
▼31　同書、p. 17: to Dr Lewis, 4 July。
▼32　同書、p. 325: to Dr Lewis, 26 October。
▼33　同上。
▼34　Rothfield（1992）, p. 4.
▼35　Rousseau（1982）, pp. 1-9.
▼36　Knapp, ed.（1970）, p. 82: letter 64.
▼37　同書、p. 106: letter 86, dated 1 June 1762。
▼38　同書、p. 119: letter 94。
▼39　同書、pp. 107-8: letter 87。
▼40　同書、pp. 109-10: letter 88, dated 2 October 1762。
▼41　同書、p. 119: letter 94。
▼42　同書、p. 121: letter 95。
▼43　同書、pp. 120-1, for Dr A Fizes, ‘Systema nervosum maxime irritabile’。
▼44　同書、p. 126: letter 97; letter to John Moore from Bath dated 13 November 1765。この段落



26

の次の引用は、この手紙に依拠。
▼45　同上。
▼46　スモレットは右利きだった。指の酷使が原因で、苦痛が生じたということは、どうやらこの
時点で彼には思い当たらなかったようだ。
▼47　同書、pp. 129-31: letter 100。
▼48　経歴については、Mullins（1968）; Ruhräh（1925a）; Rendle-Short（1960b）を参照。
▼49　McLure（1981）参照。カドガンのAn Essay upon Nursing and the Management of Children

（1748）によって、彼は有力な候補となった。
▼50　Ruhräh（1925b）, p. 5における引用。カドガンの発言は、おそらくふざけたものとは言い切れ
ない。
▼51　Cadogan（1748）, pp. 24-5. Rendle-Short（1960a）; Fildes（1985）, pp. 398-9; 同著者（1899）, pp. 
113-16, 134-5; A. Wilson（1995）参照。
▼52　Cadogan（1771）. カドガンの小論（1772 edn.）は、Ruhräh（1925b）に転載されている。カド
ガンの出版者で、サミュエル・ジョンソンと親しかったロバート・ドズリー（Robert Dodsley）は、
30代半ばまでに急性症状を患い、「松葉杖と布の靴」を必要としていた。彼の詩、Pain and Patience

（1743）が、その話題を扱っている。60歳を過ぎると、彼はほとんど歩けなくなった──Straus
（1910）, 79f., 295f。
▼53　Trimmer（1967）; Gruman（1966）.
▼54　Drake（1758）, p. 35; 同著者（1771）.
▼55　Cheyne（1722）, p. 35. チェーンについては、本書第五章を参照。医学の原始主義については、
Roy Porter（1991a）参照。
▼56　Pottle and Bennett, eds.（1936）, pp. 168-9.
▼57　Campbell（1969; 1st edn., 1747）, p. 37.
▼58　同書、pp. 37-8。
▼59　同書、p. 38。
▼60　Wesley（1747）; Rousseau（1968）; Cule（1990）. 後の文筆家らが、これらのメッセージを繰り
返すだろう──Willich（1799）。Roy Porter（1991b）, ch. viの詳論を参照。
▼61　盗用の可能性の問題については、Rendle-Short（1960b）で述べられている。
▼62　ヒルについては、本書第五章を参照。Rousseau（1978a）も参照。
▼63　Kevin Fraser（1992）.
▼64　W. Buchan（1769）; Lawrence（1975）; Roy Porter, ed.（1992）.
▼65　W. Buchan（1769）.
▼66　同書、p. 484。
▼67　同上。
▼68　同上。大衆向けの医療執筆家らとは異なり、バカンは、痛風とリウマチの区別には多少慎重
で、リウマチは「痛風と非常によく似ている」と指摘した（pp. 465-6）。
▼69　同書、p. 464。
▼70　同上。
▼71　これらの点については、Rendle-Short（1960b）参照。
▼72　Cadogan（1771）, pp. 16-17. カドガンからの引用はすべて、Ruhräh（1925）に転載された1772
年版による。
▼73　Cadogan（1771）, p. 16.
▼74　同書、pp. 13-14。医療専門家の共謀まがいの行為に対するバカンの非難との類似が、ここで
明らかに見てとれる。
▼75　同書、p. 14。
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▼76　同書、pp. 19-20。
▼77　同書、p. 25。
▼78　同上。
▼79　同書、p. 26。
▼80　同書、p. 29。
▼81　同書、p. 30。
▼82　同書、pp. 31-2。「この世のあらゆる慢性疾患の9割、特に痛風の最初の発現は不節制による」
と彼は強調した（p. 47）。
▼83　同書、pp. 35-7。
▼84　同書、p. 44。
▼85　同書、pp. 46-7。類似の議論については、Roy Porter（1988; 1992a）参照。
▼86　Cadogan（1771）, pp. 49-51.
▼87　同書、pp. 53, 58, 64-8。
▼88　同書、pp. 72-4。
▼89　同書、pp. 76-7。
▼90　同書、pp. 79-80。
▼91　同書、p. 85。
▼92　同書、pp. 85-6。
▼93　同書、p. 25。
▼94　Little and Kahrl, eds.（1963）, ii, p. 738: to the Revd Dr. John Hoadly, letter 632, 9 May 1771.
▼95　Shebbeare（1772）, p. 171.
▼96　同書、p. 172。
▼97　この詩は、Ruhräh（1925b）, p. 104に転載されている。
▼98　同書、p. 105。
▼99　同上。
▼100　同書、p. 107。
▼101　同上。
▼102　同上。
▼103　同書、p. 108。
▼104　同書、p. 110。
▼105　Gilmour（1992）; Brewer（1986）.
▼106　Ruhräh（1925b）, p. 113.
▼107　Pottle and Bennett, eds（1936）, pp. 168-9参照。
▼108　John Hill（1758a）; Kevin Fraser（1992）.
▼109　Hill（1758a）, p. 6; 同著者（1771）, p. 11と比較。
▼110　同著者（1771）, p. 11。
▼111　同書、p. 49。
▼112　同書、p. 50。
▼113　同書、p. 23。
▼114　同書、p. 14。
▼115　Berkenhout（1772）; William Carter（1772）; Shebbeare（1772）; Falconer（1772）など。
▼116　［Anon.］（1771）, pp. 16-17. ウィリアム・ド・グレイ卿（Sir William De Grey）は患者だった。
▼117　同書、p. 9。
▼118　同上。
▼119　Berdoe（1772）, p. 63.
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▼120　同書、pp. 14-15。神経症あるいは心気症に関して、多くが、類似の議論を採用した。
▼121　同書、pp. 24-5。
▼122　同書、p. 27。
▼123　同書、p. 29。
▼124　同書、p. 30。
▼125　同書、p. 31。
▼126　同書、p. 59。
▼127　同書、p. 69。
▼128　William Carter（1772）, vi.
▼129　同書、p. 6。
▼130　同書、p. 7。
▼131　同書、p. 10。
▼132　同書、p. 12。
▼133　同書、pp. 27-8。
▼134　同書、p. 28。
▼135　同上。
▼136　同書、pp. 30-1。
▼137　同上。既に痛風を患っている者にとって、優先されるのは〈苦痛の軽減〉であって、カドガ
ンの〈講義〉ではなかった──同書、pp. 43-4。
▼138　同書、pp. 34-5。どんぐりへの言及は、マンデヴィルの諷刺的な『蜂の寓話』を示唆してい
る。マンデヴィルはその中で、皮肉にも、自由と美徳を取り戻す男らしい方法として、どんぐりを食
べる生活に立ち返れと促している。
▼139　同書、p. 46。
▼140　［Anon.］（1771）, p. 17.
▼141　Jay（1772）, p. 18.
▼142　同書、p. 2。
▼143　同書、pp. 10-11。
▼144　同書、p. 18。
▼145　同書、pp. 25-6。
▼146　同書、p. 43。
▼147　Kentish（1789）, p. 17.
▼148　Dickinson（1977）, p. 243に引用されたSir James Mackintosh（1791）, pp. 48-9。急進主義に
ついては、E. P. Thompson（1963）参照。
▼149　Grant（1779）, pp. 1-2。同書には、二つのページ付けがある。以下のすべての引用は、指摘
のない限り、最初のページ付けによる。ウィリアム・グラント（William Grant, d. 1786）は、1755
年にアバディーンのマーシャルカレッジの医学博士となる。長年、アバディーンで開業。
▼150　同書、p. 2。
▼151　同書。
▼152　同書、pp. 2-3。
▼153　Bryson（1945）; Camic（1983）; Roy Porter（1991a）.
▼154　Grant（1779）, p. 4.
▼155　同書、pp. 4-5。
▼156　同書、pp. 5-6。
▼157　同書、p. 6。したがって、スコットランド高地人のグラントは、ウイスキーを正当化した。
▼158　同書、p. 7。
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▼159　同書、p. 8。
▼160　同書。ここにも、チェーンの残響が伺える。同時代のもう一人のスコットランド人、偽医者
のセックス・セラピストであるジェイムズ・グラハム（James Graham）も同じように、柔らかいベ
ッドなど新たな快適さが健康を悪化させるとした──Roy Porter（1989a）, ch. vi参照。
▼161　Grant（1779）, pp. 9-10.
▼162　同書、p. 10。肥育鶏が痛風を招くというルネサンス期の古い理論の愉快な残響がここに伺え
る。
▼163　同書、p. 13。
▼164　同書、pp. 14-15。疾病の発現は、母親が母乳を与えないことと大きく関係する。カドガンな
ら、同意しただろう。
▼165　同書、p. 15。
▼166　同書、pp. 15-16。
▼167　同書、pp. 16-17。
▼168　同書、pp. 20-1。
▼169　同書、p. 21。
▼170　同書、pp. 22-3。
▼171　同書、pp. 37-8。
▼172　同書、p. 24。
▼173　同書、pp. 38-9。
▼174　同書、p. 39。
▼175　同書、pp. 64-6。
▼176　同書、p. 69。
▼177　同書、pp. 67-8。
▼178　同書、p. 94。
▼179　同書、pp. 102-4。
▼180　同書、p. 1（これは、二つ目のページ付けによる。以下の引用もすべて同様）。
▼181　同書、pp. 2-3。
▼182　同書、pp. 8-9。
▼183　同書、p. 9。
▼184　グラントは、親戚と思しきもう一人のグラント氏の事例を挙げている──同上。
▼185　同書、p. 10。
▼186　同書、p. 55。
▼187　同書、pp. 55-6。
▼188　Beddoes（1802）, ii, essay vii, p. 98; Roy Porter（1991b）参照。多くの者が、いんちき療法と
みなすような治療をベドーズが推奨したことは、重要かもしれない。A. Welles への彼の寄稿（1803）
を参照──Roy Porter（1991b）, p. 135。
▼189　Beddoes（1802）, ii, essay viii, pp. 160-1.
▼190　Jeans（1792）, p. 7.
▼191　同書、p. 12。
▼192　同書、p. 4。
▼193　同書、pp. 6-7。
▼194　同書、p. 9。
▼195　同書、p. 12。
▼196　同書、p. 11。
▼197　同書、p. 15。
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▼198　同書、p. 18。
▼199　同書、p. 21。
▼200　同書、p. 24。
▼201　William Stevenson（1779）, v-vi. アイルランド生まれのスティーヴンソン（Stevenson, 1719?-
1783）は、エディンバラ大学で学んだ。一時期コールレーンで開業したのち、サマセットのウェルズ
で開業。後に、イングランド北部のニューアークに落ち着く。毒舌で有名。
▼202　同書、vi-viii。
▼203　同書、viii-ix。
▼204　同書、ix。
▼205　同書、ix-x。
▼206　同書、xi-xii。
▼207　同書、xii。
▼208　同書、xii-xiii。
▼209　同書、xviii。死と医者との繫がりの民衆の認識については、Roy Porter（1989c）, pp. 77-94参
照。
▼210　Stevenson（1779）, xix.
▼211　同書、xxii-xxiii。
▼212　同書、xxviii。
▼213　同書、pp. 42-3。
▼214　同書、p. 43。
▼215　同書、pp. 44-5。
▼216　同書、p. 48。
▼217　同書、pp. 48-9。
▼218　同書、p. 49。
▼219　同書、p. 50。
▼220　同書、pp. 56-7。証拠として、スティーヴンソンは、「カドガン博士による独創的で明快な痛
風の論文を参照するよう」読者に薦めている──p. 59。
▼221　同書、p. 71。
▼222　同書、pp. 73-4。
▼223　同書、p. 75。
▼224　同書、p. 76。
▼225　同書、p. 77。
▼226　同上。
▼227　同書、pp. 93-4。
▼228　同書、p. 108。
▼229　同書、pp. 123-4。
▼230　同書、pp. 133-5。

第八章　変化と継続、1790年～1850年

▼1　Pettigrew（1838-40）, ii, p. 35での引用。
▼2　Barbeau, ed.（1904）; Rolls（1988）, pp. 86, 123, 142-3; Hembry（1990）; Heywood（1990）; Neale

（1981）; Wagner, ed.（1989）.
▼3　同時期の鉱泉資料の一例は、Oliver（1751）参照。参考文献一覧は、Mullett（1946）参照。
▼4　Copeman（1964）, p. 91──ピットの愛顧に感謝し、1738年、バースは彼を名誉市民にした。
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ローレンス・スターンは、Tristram Shandy（1760）を「ピット閣下」に捧げた──「本書を……田
舎のお邸にお持ち帰りくださる栄誉をお与えくださいますよう、閣下に謹んでお願い申し上げます。
そして、この本によって閣下が笑顔になられた、あるいは一瞬でも痛みをお忘れになられたと聞かさ
れましたら、私は、国務大臣と同じくらい幸せを感じることでございましょう」。ピットの祖父も父
も痛風で、彼も、幼いころから痛風（あるいは、少なくとも何らかの関節疾患）を患っていたと思わ
れる。彼が、庶民院を長期にわたり休んだのは、痛風が原因だった。1762年のフランスとの平和条
約をめぐる討議に、ピットは、両手・両足にフランネルを巻かれた状態で庶民院に運び込まれ、足を
引きずって着席した。そして、3時間座ったまま話した──Jeremy Black（1992）, pp. 92-3。
▼5　Copeman（1964）, p. 92.
▼6　William Stevenson（1779）, pp. 93-4.
▼7　同書、p. 117。
▼8　Heberden（1962）, p. 51.
▼9　B. Griggs（1981）; Fissell（1992）; Chamberlain（1981）. Virgin S. Smith（1985）に、豊富な参
考文献一覧がある。
▼10　使用された薬の一部については、Estes（1990）参照。
▼11　ウォルポールについては、本書第六章を参照。
▼12　W. G. Black（1883）, pp. 38, 63, 184. スコットランドでは、野兎の足を身に着けたり、ポケッ
トにジャガイモを入れるのと同様、コウラクロナメクジの浸出液がリウマチに効くとされた──
David Buchan, ed.（1994）, pp. 39, 106。
▼13　Wesley（1747）, section 103, p. 76および諸所に。
▼14　自助努力とその危険については、Roy Porter（1991b）; Roy Porter and Dorothy Porter

（1988）; Spilsbury（1780）を参照。
▼15　Ziemmsen, ed.（1870）, xvi, p140.
▼16　Pat Rogers（1979）, p. 173f.
▼17　Heberden（1962）, p. 52.
▼18　Copeman（1964）, pp. 88-90.
▼19　P. S. Brown（1975）, pp. 352-69; 同著者（1976）, pp. 152-68。
▼20　Copeman（1964）, p. 76. アトキンズは、かつらを被った、派手な、王政復古期ロンドンの痛風
薬の売人だった──C. J. S. Thompson（1928）, pp. 92-3。
▼21　Copeman（1964）, p. 76.
▼22　これについては、Doherty（1992）, p. 34fが徹底的に調査している。
▼23　同書、p. 67。
▼24　Blegborough（1803）, p. 36. ブレグバロウ（Blegborough, 1769-1827）は外科医の息子で、最初
は見習いとして医学を学び、のちにエディンバラ大学に進んだが、学位は取得しなかった。ロンドン
で開業。
▼25　同書、p. 39。
▼26　同書、p. 44。Rowbottom and Susskind（1984）参照。
▼27　Blegborough（1803）, pp. 7-8. メスメリズムについては、Gauld（1992）参照。
▼28　Blegborough（1803）, pp. 11-12.
▼29　同書、pp. 26-7。これを信じることができるとすれば、一般庶民が、医学雑誌を読んでいたと
いう興味深い可能性を示唆する。（あるいは、少なくともブレグバロウは、その可能性は充分あると
思っていた）
▼30　同書、p. 28。
▼31　Hartung（1954）; Wallace（1973）; Copeman（1964）, ch. 3; Barton and Castle（1877）, p. 109f. ; 
Flückinger and Hanbury（1879）, p. 699. Colchicum autumnaleの通俗名の中に、「裸の女性」を意味
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する ‘naked ladies’があった。この植物は数種類の毒性アルカロイドを含み、最も重要なのがコルヒ
チンである。少量投与で、痛風の痛みが軽減する。大量に投与すると、下痢を起こし、さらに大量に
投与すると有毒で、死に至る可能性がある。
▼32　Copeman（1964）, p. 39. アエティウス（Aetius, 活躍期 540AD）は、彼に先行する医学の著述
家──主にガレノス──から抜粋した浩瀚な医学百科事典Tetrabibloiを著した。
▼33　同書、p. 41。
▼34　同書、p. 42。
▼35　William Turner（1965）, p. 60.
▼36　Bullein（1579）, p. 46.
▼37　Gerard（1597）, p. 131.
▼38　Flückinger and Hanbury（1879）, pp. 699-700.
▼39　同書。（1618）, p. 94.
▼40　シデナムとコルチカムについては、本書第四章を参照。
▼41　アントン・シュテルク（Anton von Stoerck, 1731-1803）は、ウィーンのファン・スウィーテ
ン（van Swieten）の下で医学を学んだ。著書は、An Essay on the Use and Effects of the Roots of 
the Colchicum Autumnale, or Meadow Saffron（London: T. Becket and P. A. De Honte, 1764）など。
▼42　Dicker（1951）は、コルヒチンの水除去作用をネズミで実証した。
▼43　Husson（1783; 1807）
▼44　Mr. Romartなる人物が、1776年に12瓶をイギリスに持ち帰った──Ring（1811）, pp. 180-1。
ジョン・リング（John Ring, 1752-1821）は、ワクチン接種の偉大な唱道者で、エドワード・ジェン
ナーの生涯の友となった。
▼45　同上。
▼46　バンクスと痛風については、H. B. Carter（1988）, p. 246ff. ; Gascoigne（1994）; Roy Porter

（1998）を参照。
▼47　スクードモーによれば、ウィルソンのチンキ剤は、隠蔽のために特定成分を添加した、野菜
成分より成る秘薬だった──「このいんちき薬の所有者は、これは、オ・メディシナルとはまったく
似ておらず、コルチカムを含んでいないが、オ・メディシナルに匹敵する治療効果があり、有害な副
反応はないと豪語した」:（1835b）, pp. 28-9。彼は、この薬は有害だと思っていた。同時期の意見に
ついては、Edwin Godden Jones（1810）; Ring（1811）, pp. 168-71参照。
▼48　Cave, ed.（1983）, pp. 3, 873.
▼49　同上。
▼50　同上。
▼51　Want（1814a; 1814b; 1814c; 1814d）. Scudamore（1816）, p. 161; 同著者（1817）, p. 193は、ウ
ォントの分析を確認したが、ウォントのコルチカム称賛は行き過ぎだと信じていた。Scudamore

（1833b）も参照。ジョン・ウォント（John Want）は、12月から翌1814年6月までの半年、Medical 
and Physical Journalの共同編集者を務め、痛風に関する記事を発表したが、痛風治療における
Colchicum autumnaleの使用を唱道したために、強い反発を招いた。
▼52　Hellman, ed.（1931）, pp. 412-38. ジェンナーは、リウマチと心臓の関係に興味を持っていた。
そして1789年に、グロスターシャー医師会に、‘Remarks on a Disease of the Heart following Acute 
Rheumatism, illustrated by Dissections’と題する論文を送った。
▼53　Treue（1958）.
▼54　Copeman（1964）, p. 45; Bywaters（1972）.
▼55　Scudamore（1816）.
▼56　A. Welles（1803）.
▼57　Haden（1820）; Wallace（1973）.
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▼58　Lady Holland, ed.（1855）, i, p. 346.
▼59　Lesch（1984）.
▼60　Gairdner（1849）, p. 35などを参照。
▼61　Hartung（1954）.
▼62　Scheele（1776）. シェーレの小論は、化学医療の推進派で、自身も痛風研究に貢献したトマ
ス・ベドーズ（Thomas Beddoes）によって、すぐに英訳された──The Chemical Essays of C. W. 
Scheele Translated. . . with Additions（1786）。痛風に関するベドーズの見解については、Beddoes
（1793）参照。
▼63　Bergman（1785）.
▼64　Murray Forbes（1793）.
▼65　Shute（1807-8）, p. 337. Shuteは、フォーブズの著作の重要性を認めていた。
▼66　Wollaston（1797）.
▼67　ボストックの著作については、Scudamore（1816）, p. 35参照。
▼68　Henry Bence Jones（1842）, p. 35.
▼69　Copeman（1964）, p. 102.
▼70　Prout（1818）, pp. 420-8.
▼71　Copeman（1964）, p. 103.
▼72　Reece（1803）, p. 378. Virginia S. Smith（1985）参照。
▼73　Reece（1803）, p. 379.
▼74　同書、p. 380。冷水に浸すことの効果についてのキングレークの信念については、以下を参照。
▼75　同書、p. 384。
▼76　同書、p. 385。
▼77　同上。
▼78　同上。
▼79　Parkinson（1805）. この博識な人物の解説は、Arthur D. Morris（1989）参照。痛風について
のパーキンソンのよく知られた忠告については、（1801）, pp. 221-33参照。彼は、An Essay on the 
Shaking Palsy（1817）で最も有名だが、この病気は現在ではパーキンソン病として知られている。
▼80　Parkinson（1805）, vi.
▼81　同書、viii。政治的急進主義者だったパーキンソンは、民衆の味方でもあった。
▼82　同書、p. 101。
▼83　同書、pp. 102-4。
▼84　同書、p. 159。
▼85　同書、p. 177。
▼86　同書、p. 179。
▼87　Kinglake（1804）.
▼88　Parkinson（1805）, p. 130ff. この点に関し、パーキンソンは、Ring（1816）に支持されていた。
▼89　Kinglake（1807a）. 同書において、彼は、医学雑誌や仲間の開業医の好意的意見を引用した。

（1807b）においても同様。
▼90　Parkinson（1805）, p. 3.
▼91　Kinglake（1807a）.
▼92　Parkinson（1805）, pp. 72-3
▼93　同上。
▼94　同上。
▼95　チャールズ・スクードモー（Charles Scudamore, 1779-1849）は、瀉下に熱心だった。彼は、
甘
かん

汞
こう

、アンチモンとコロシントの抽出成分から成る驚くべき混合物を推奨し、一度につき毎夜、ある
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いは1日おきに繰り返した──Scudamore（1816）, p. 185。
▼96　Scudamore（1816）; Copeman（1964）, p. 105f.
▼97　Scudamore（1833b）.
▼98　同著者（1816）, pp. 127-8。
▼99　同書、p. 15。
▼100　同書、p. 7。
▼101　20年後、ギャロッドはこの分析を繰り返し、彼の病院の痛風患者の50％が遺伝性だったが、
彼が診る個人負担の患者の中で信憑性の高い家族歴を示した者は 75％にも達したと報告した──
Alfred Garrod（1859）。
▼102　Scudamore（1823）, p. 70.
▼103　同書、p. 25。
▼104　同著者（1833a）; Copeman（1964）, p. 105。
▼105　Scudamore（1816）, pp. 9-10.
▼106　Gairdner（1849）. ウィリアム・ガードナー（William Gairdner, 1793-1867）は、ロンドンの
病院でさまざまな役職に就いたが、富裕層の開業医として有名になった。On Gout（1849）は、1860
年に第4版に達した。第2版を引用（1851）。
▼107　同書、p. 1。
▼108　同書、p. 4。
▼109　同書、p. 7。
▼110　同書、p. 45。
▼111　医学上の議論については、E. A. Smith（1990）, pp. 323-5参照。
▼112　Gairdner（1849）, pp. 60, 62.
▼113　同書、p. 68。
▼114　同書、pp. 70, 79。「臨床医学の事実」が、「リービヒの理論」を反証したのは、こうした理由
からだった──p. 87。
▼115　同書、p. 117。
▼116　同書、p. 184。
▼117　同書、p. 240。その点に関しては、偉大なシデナムでさえ間違っていた──p. 253。
▼118　同書、p. 260。
▼119　Wardrop（1851）. 痛風性の心臓については、English（1992）参照。
▼120　Evan Bedford（1974）. 痛風性の心臓については、他の19世紀の理論家たちも関心を持って
いた : Fothergill（1879）; Balfour（1894）──彼は、高齢者の心臓を痛風患者の心臓の同義とみなし
ていた。最後に、関節リウマチの解釈の先駆者、Augustin-Jacob Landré-Beauvais（1772-1840）につ
いても言及されるべきである──Parish（1964）参照。

第九章　平安な時期──ロマンチックなヴィクトリア時代の痛風

▼1　ヘンリー・ハルフォード（Henry Halford, 1766-1844）は、続けて4人の国王の医師を務め、王
室ほぼ全員を治療した。1809年に、準男爵に叙せられた。
▼2　Wiltshire（1991）.
▼3　この題材は、Halperin（1984）で引用されている。特に彼女の最後の病気についてのpp. 221, 
223, 296-7, 335-8および、16 December 1718とJuly 1817への記入を参照。Halperinは、彼女自身の死
の原因は、粟粒結核症だとしている。オースティンの時代におけるヒステリーのジェンダー区分の比
較については、Gilman, King, Porter, Rousseau and Showalter（1993）, pp. 135-8, 328-31を参照。
▼4　ディズレーリ（Disraeli, 1804-81）は、当然ながらジェイン・オースティンよりもずっと若く、
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彼女が処女小説を書いたのちに生まれたが、同時期に執筆した。父親とは異なり、自らの名前にアポ
ストロフィはつけなかった。
▼5　Bradford（1982）.
▼6　Rosa（1960）; Adburgham（1983）参照。
▼7　ディズレーリの「フランスかぶれ Gallomania」については、Bradford（1982）, p. 197参照。
▼8　サラ・オースティンは、1821年に、ロバート・プルマー・ウォードのTremaineを出版するよ
うコルバーンに薦め、コルバーンは出版した。そして、おそらく彼女が、この本をディズレーリに紹
介した。Vivian Grey 刊行の数か月後にディズレーリの健康状態が悪化するとすぐに、オースティン
は、二か月間彼をヨーロッパ大陸に連れて行った。Disraeli（1926; 1826, 1st edn.）とE. A. Smith

（1990）参照。
▼9　Robert E. Moore の（1948）の本のスモレットに関する章を参照。
▼10　Vivian Grey, VIII, iii. 以下の節は、このセクションから。
▼11　William Fraser（1891）および諸所を参照。
▼12　本書第七章を参照。
▼13　Adburgham（1983）参照。
▼14　E. Johnson（1970）.
▼15　18世紀の医学に造詣が深かったSinclair（1807）。
▼16　Daiches（1971）, ch. 1.
▼17　Preston, ed.（1990）, p. 16: to Sir Watkin Phillips, 18 April参照。
▼18　Scott（1995b）, p. 292参照。
▼19　同書、p. 294。
▼20　同書、p. 297。
▼21　Breitenberg（1996）; Spector（1994）参照。
▼22　Thackeray（1972）, p. 191. Mudge and Sears（1910）, p. 56. 彼らは、高齢の貴族、ロンズデー
ル卿がコルチカム子爵のモデルだとしている。彼は、おそらくディズレーリのTancredに出てくる
エスクデール卿のモデルでもあった。
▼23　雑誌Punchについては、Thackeray（1886）とWedeen（1981）を参照。
▼24　Gairdner（1849）.
▼25　Timbs（1876）, pp. 320-2. ティムズは、この一節をBlackwood’s Magazine（1863）から転載し
たと述べているが、引用箇所は見つからない。
▼26　Dickens（1972a）, p. 271. ディケンズと病気の一般的な議論は、Bailin（1994）参照。Gordon

（1993）は、多少こじつけのようにも思われるが、ディケンズの痛風使用について精神分析的・脱構
築主義的解釈を提供している。
▼27　Dickens（1972b）, p. 355.
▼28　Dickens（1972a）, ch. 16.
▼29　Little Dorrit , Book ⅰ, ch. 10.
▼30　同上。
▼31　ディケンズによる痛風言語の隠喩的利用の議論については、本書第一二章を参照。
▼32　エミール・フィッシャーが、プリン類のタンパク質を研究するまで、痛風のための血液検査
の実施は不可能だった。フィッシャーは、この研究で1902年にノーベル賞を受賞している。
▼33　コウルリッジの病状と以下のページの記述は、Lefebure（1974）, pp. 46-50, 316f., 374, 375; 
Fruman（1971）; Holmes（1989）, p. 352参照。コウルリッジは、慢性リウマチ痛を患っていたのであ
って、厳密には痛風を患っていたのではないというLefebureの指摘は、おそらく正しい。
▼34　E. L. Griggs, ed.（1956-68）, ii（1801-6）, pp. 974-7: to Robert Southey, letter 513, Sunday, 14 
August 1803. Encyclopedia Britannicaの「弛緩性痛風 atonic gout」の項には、以下のように記され
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ている。

まず、痛風素質が体に広がるが、何らかの原因で関節の炎症性疾患を生じない。この場合、病的
症候は主として胃の疾患で、食欲不振、消化不良とそれに付随するさまざまな症状、吐き気、嘔
吐、鼓腸とげっぷ、および胃痛などで……これらの消化管の疾患には、意気消沈、些細な気分の
変化への止むことのない不安、それらが悪化したという妄想、それらが原因の危険が迫っている
のではないかという懸念などあらゆる心気症の症状が伴う。Encyclopedia Britannica（1797）, x, 
article ‘Medicine’

　実に、著者が、コウルリッジを念頭に置いていたかのような内容だ。
▼35　E. L. Griggs, ed.（1956-68）, ii（1801-6）, pp. 974-7: to Robert Southey, letter 513, Sunday, 15 
August 1803.
▼36　コウルリッジと、健康のために温暖な地方へ旅するという彼の現実逃避計画を認めたがらな
かった彼の医者トマス・ベドーズとの口論については、Roy Porter（1991b）, p. 134f参照。
▼37　Coleby（1954）; Milner（1842）参照。
▼38　元ケンブリッジ大学クイーンズ・カレッジのKervin Knoxが、このテーマに関する彼の膨大
な知識を親切にも提供してくれた。
▼39　E. L. Griggs, ed.（1956-68）, ii, pp. 978-9: to Mrs. S. T. Coleridge, letter 514, 2 September 1803. 
Holmes（1990）, p. 342ffが、この旅を網羅的に記述している。
▼40　同書、p. 980: to Mrs. S. T. Coleridge, letter 515, Saturday, 3 September 1803。
▼41　同書、p. 991: to Thomas Wedgwood, letter 520, 16 September 1803. ヒステリーについては、
Gilman, King, Porter, Rousseau and Showalter（1993）参照。男性のヒステリーについては、Micale

（1995）が研究している。
▼42　E. L. Griggs, ed.（1956-68）, ii, p. 993: to Sir George and Lady Beaumont, letter 521, Saturday, 
22 September 1803.
▼43　同書、pp. 1020-1: to Matthew Coates, letter 529, 5 December 1803。
▼44　同書、pp. 1041-2: to Mrs. S. T. Coleridge, letter 537, 24 January 1804。
▼45　同書、pp. 1026-7: to Robert Southey, letter 533, 11 January 1804。
▼46　同書、vi（1826-34）, pp. 764-5: to Daniel Stuart, letter 1642, 14 October 1828。
▼47　同書、p. 767: to Gioacchino de’Prati, letter 1643, Tuesday, 14 October 1828。
▼48　同書、p. 780: to F. A. Cox, letter 1657, Friday, 20 February 1829。積年のテーマがここで明ら
かだ。生まれつき丈夫な体質の人間だけが、危機を痛風の発作へと分解できるのだ。弱い体質の人間
は、もっと不健康な形で危機を終わらせる。
▼49　同書、p. 787: to Henry Nelson Coleridge, letter 1658, 23 March 1829。
▼50　同書、p. 788: to Thomas Allsop, letter 1659, early May 1829。彼は、「坐骨神経痛 sciatica」: 
同書、p. 874: to James Gillman Jr., letter 1719, November 1831や、「神経性リウマチ nervous 
rheumatism」: 同書、p. 875: to David Scott, letter 1720, 19 November 1831のような語もときおり使
った。
▼51　以下は、R. B. Martin（1980）, p. 83fにおける信頼できる記述に依拠。
▼52　同書、p. 84。
▼53　同書、p. 275。
▼54　同書、pp. 278-9。ジェイムズ・ガリー（James Manby Gully, 1808-83）はジャマイカ生まれで、
1814年に渡英。1842年から1876年に引退するまで、ジェイムズ・ウィルソンと共にマルバーンに滞
在して水治療法を施した。
▼55　R. B. Martin（1980）, p. 279.
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▼56　同書、p. 321。
▼57　カーライルについては、Fred Kaplan（1986）参照。
▼58　マルバーンでのカーライルについては、Fred Kaplan（1986）の ‘illness’の項を参照。
▼59　フリードリヒ大王の病気については、大論争となってきた──Asprey（1986）, chs. i-ii参照。
▼60　回顧録者で冒険家のカサノバが、1760年ころ、フリードリヒ大王と会談したが、痛風あるい
はそれに関連する症状については記していない。
▼61　R. B. Martin（1980）, p. 567.
▼62　Hembry（1990）; Janet Browne（1990）.
▼63　Jeffrey, ed.（1907）, ii, p. 5. ドロイトウィッチで塩水浴をした Elizabeth Lucyの回顧録（29 
April 1876）と比較せよ。昼食では、「リウマチ、神経痛、痛風の患者がその周りに座り、ぞっとす
るような見た目のシチューが出された」。「トーマス卿とリドル夫人が、その晩到着したが、彼は、痛
風の受難者のようで、以前にも塩水浴を試したことがあった」──Fairfax-Lucy, ed.（1893）, pp. 152-
3。
▼64　ダーウィンの健康状態と治療への試みについては、Desmond and Moore（1991）, p. 529; 
Bowlby（1990）, pp. 215, 239, 258, 267, 254──心因性の特性について 特に説得力のある説明; Janet 
Browne（1990）, pp. 102-13; Colp（1977）, p. 59──これは、ダーウィンの病歴の最も徹底した説明と
なっている──を参照。
▼65　ヘンリー・ホランド卿（Sir Henry Holland, 1788-1873）は、1837年にヴィクトリア女王の特
任王室医師に任命された。
▼66　Colp（1977）, p. 59.
▼67　Janet Browne（1990）, p. 104. 問題の書は、Gully（1846）。水治療法士仲間のジェイムズ・ウ
ィルソンが同じような書を出版した（1842）。同著者（1843）およびWilson and Gully（1844）も参照。
▼68　Janet Browne（1990）, p. 107.
▼69　同書、p. 108。
▼70　Colp（1977）, p. 80
▼71　同上。
▼72　同書、p. 83。
▼73　同書、p. 109。
▼74　同上。
▼75　同上。
▼76　同上。
▼77　同上。
▼78　同上; Bynum（1983）。遺伝性疾患についてのヴィクトリア時代の考え方は、Olby（1993）; 
Lopéz-Beltrián（1994; 1992）を参照。
▼79　Ellis（1927）.
▼80　Osbert Sitwell（1945）, pp. 76-7. The Evening Standardは、1995年3月8日に、有能な演出家
サム・メンデスが痛風を患っていると報じて、伝統的な関連性を重視し、彼の写真をサミュエル・ジ
ョンソンの肖像画と並べて掲載した。
▼81　同書、pp. 77-8。
▼82　Wallace（1962）; Virgin（1994）参照。
▼83　Nowell C. Smith, ed.（1953）, ii, p. 637: to Lady Grey, letter 1710, 1 February 1836.
▼84　同書、pp. 636-7: to Sir George Philips, letter 709, 11 January 1836。
▼85　同書、p. 798: to Lady Grey, letter 937, 25 September 1843。庶民の民間医療については、
Dorothy Porter and Roy Porter（1989）参照。家庭での自己投薬は、家庭の医学の手引きで奨励さ
れていた。Mrs. Beeton（1906）は、pp. 1854-5で禁酒を警告し、4時間おきにコルチカムをワインに
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漬けた薬用酒を飲むよう勧めた。
▼86　Nowell C. Smith, ed.（1953）, ii, pp. 574-5: to Lady Grey, letter 641, 22 September 1833. スミス
の村での小手先の診療行為については、Virgin（1994）, p. 179参照。
▼87　Nowell C. Smith, ed.（1953）, ii, p. 710: to Lady Carlisle, letter 815, 5 September 1840.
▼88　同書、p. 591: to Mrs. Meynell, letter 664, July 1834。Virgin（1994）, p. 276参照。
▼89　Lady Holland, ed.（1855）, i, 35.
▼90　同上。
▼91　Nowell C. Smith, ed.（1953）, ii, p. 591: to Mrs Meynell, letter 664, July 1834.
▼92　同書、p. 710: letter 81。
▼93　同書、i, p. 267: to Lady Holland, 8 November 1816。
▼94　同書、p. 452-3: to John Allen, letter 487, 9 November 1926。
▼95　同書、ii, p. 522: to John Allen, letter 565, November 1830。
▼96　同書、pp. 643-4: to Sir George Philips, letter 720, 30 July 1836。
▼97　同書、p. 649: to Sir George Philips, letter 727, 22 December 1836。
▼98　同書、p. 655: to Lady Grey, letter 736, 12 May 1837。
▼99　同書、p. 776: to Harriet Martineau, letter 907, 4 January 1843. スミスは明らかに、疾病につ
いてのマーティノー夫人の考えが理不尽だと思っていた。1844年に彼は、グレイ夫人に書き送って
いる。「マーティノー夫人のSick roomをたった今読み終えたところです。私には理解できない。あ
まりに高尚で、謎めいていて、何が言いたいのかちんぷんかんぷんだ」──同書、p. 826: to Lady 
Grey, letter 975, 9 March 1844。
▼100　Shorter（1992）が、その市場について詳しく記述している。
▼101　Edward Bulwer-Lytton, A Strange Story（London, 1875）.
▼102　同書、p. 375. 痛風の記述はないものの、パトリック・ジュースキントの『香水──ある人殺
しの物語』Das Parfum（1935）とのこの物語の類似性に気づく読者もいることだろう。
▼103　Meredith（1906）, p. 198, ch. 21.
▼104　George Eliot, Silas Marner（London, 1860）, p. 3. エリオットは、1858年までにBleak House
を読んでいた。
▼105　我々は、ジョージ・エリオットに関するFurstの優れた研究（1993）とPeterson（1978）に
特に影響を受けている。Rothfield（1992）のリドゲイト、医学、Middlemarchに関する章の影響を
それほど強く受けていないのは、「痛風に関する論文」を書くというリドゲイトの最終的退却を認識
していないように思われるからだ。
▼106　Le Fanu（1884）, p. 172. レ・ファニュについては、McCormack（1980）および、幾分信頼性
は低いがBegnal（1971）を参照。
▼107　Le Fanu（1884）, p. 164.

第一〇章　痛風と栄誉──ギャロッドとそれ以降

▼1　Peters（1991）は、コリンズの小ささ（身長、両手、両足）、膨れた額、弱い視力について述
べている──pp. 149-50。彼女は、コリンズの「目の痛風」は反応性関節炎だった可能性があると思
っている。
▼2　フランシス・カー・ビアード医師は、1855年から死亡するまでの30年以上、コリンズの治療に
当たった──Berridge and Edwards（1981）。
▼3　Peters（1991）, pp. 148-50.
▼4　Berridge and Edwards（1981）; Peters（1991）, pp. 256-8.
▼5　Peters（1991）, pp. 268-9.
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▼6　同書、pp. 68-9。
▼7　同書、p. 292。
▼8　同書、p. 292。
▼9　Kenneth Robbinson（1951）, pp. 177-8. William Clarke（1988）も参照。
▼10　Brock（1993）, pp. 153-68.
▼11　知りたければ、Copeman（1964）, p. 107ff. ; Beck（1970）; Bearn（1993）を参照──ギャロッ
ドの息子によるこの素晴らしい研究は父親に名声を与えている。ヴィクトリア時代の医学界について
は、Lawrence（1994）; Peterson（1978）; Digby（1994）を参照。1899年、フランスのエクス・レ・
バンという町は、ある通りにエクスの鉱泉の価値を称賛したアルフレッド・ギャロッドにちなんで名
をつけた。彼は、母国では同じような栄誉を与えられていなかったように思われる。
▼12　Alfred Garrod（1848）.
▼13　この箇所、および引用文以降は、1863年第二版pp. 98, 316-17より。痛風における酒の役割に
ついてのギャロッドの確信は、広く受け入れられていた。「〈酒〉は、この疾病の病因論におけるもっ
とも重要な要素である」──Osler（1898）, p. 408。
▼14　Alfred Garrod（1854）.
▼15　この本は、1876年に第3版が刊行された。ギャロッドの考え方は、版を重ねてもあまり変わら
なかった。
▼16　Alfred Garrod（1863）, p. 316.
▼17　同上。
▼18　同書、p. 317。当時の科学志向の医師らの局所化策の洞察力にとんだ説明は、Bynum（1994）
が提供している。
▼19　Alfred Garrod（1863）, p. 317.
▼20　同書、p. 319。
▼21　同上。第4章で証拠が提示された。鉛についてのギャロッドの考えは、Wedeen（1984a）参照。
▼22　Alfred Garrod（1863）, pp. 320-1.
▼23　同書、p. 321。
▼24　同書、p. 322。
▼25　同書、pp. 323-4。
▼26　同書、pp. 324-5。
▼27　同書、pp. 325-6。
▼28　同書、pp. 326-7。
▼29　同書、pp. 327-8。
▼30　同書、pp. 329-30。ギャロッドは、関節リウマチrheumatoid arthritisという語を「特性の一部
はリウマチと変わらないが、実質的にはこれと異なる関節の炎症性疾患を意味するために」使った。
これに対し、ホメオパシー医のリチャード・エプス（Richard Epps）は、「この病気は、多くの点で
急性リウマチに似ている」と指摘した──同著者（1863）, p. 145。Coffin（1850）, p. 237と比較せよ。
痛風は、「リウマチの別名にしかすぎない」と述べられている。
▼31　Alfred Garrod（1863）, pp. 330-1.
▼32　同書、p. 332。
▼33　同書、pp. 332-3。
▼34　同書、pp. 333-7。
▼35　同著者（1876）, p. 292。
▼36　同書、pp. 293-4。
▼37　同著者（1876）; 同著者（1861）。
▼38　同著者（1863）, p. 251。だが、最終版までに、彼は酒についての態度を多少軟化させていた。
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「酸の形成の増加、あるいはその除去障害のいずれかを招くすべての原因、および神経系を突然弱く
するすべての原因は、痛風に罹りやすい素因をすでに有する患者の場合、痛風発作を引き起こすうえ
で強力な影響を及ぼす」と書いている──同著者（1876）, p. 248。
▼39　Bynum（1994）; Brock（1993）.
▼40　人間と動物における実験生物学についてのこうした問題は、Hartung（1957）が見事に扱って
いる。
▼41　Edward Duke Moore（1864）.
▼42　同書、p. 3。ムーアのような保守的な医師については、Lawrence（1985）が上手く特徴づけ
ている。
▼43　Edward Duke Moore（1864）, p. 5.
▼44　同書。
▼45　同書、pp. 6-7。
▼46　同書、p. 11。
▼47　同書、p. 12。
▼48　同書、p. 14。
▼49　同書、p. 16。
▼50　同書、p. 15。
▼51　同書、p. 16。Warner（1986）が、1800年ころから1860年の期間が、強い下剤、特に甘汞の
全盛期だったことを明らかにしている。
▼52　Edward Duke Moore（1864）, p. 17.
▼53　同書、pp. 8-9。
▼54　Ebstein（1885）, pp. 1-3. 大半の痛風患者は、「社会の上流層に属していた」──同書、p. 38。
▼55　同書、pp. 2-3。ジョナサン・ハッチンソン（Jonathan Hutchinson, 1828-1913）は、ロンド
ン・ホスピタルの外科医（1859-83）、英国内科医師会の外科教授（1879-83）だった。1908年に、ナ
イト爵を授けられた。1884年、‘On the Relation of Certain Diseases of the Eyes to Gout’と題するボ
ーマン講演を行なった。「何でもかんでも痛風にしてしまう」という非難に対する自己弁護として、
彼は、「痛風体質が存在し、それが我々イギリス人に極めてよく見受けられていること、そして、そ
れが際立って遺伝性であるということは、だれもが疑わない事実である」と断言した──同著者

（1884a）, p. 1000。
▼56　Ebstein（1885）, pp. 4-8──「このような不満足な理論に頼ることのできる人間がいようとは、
理解しがたい」
▼57　同書、p. 8。
▼58　同書、pp. 8, 14-16。
▼59　同書、pp. 17-18。
▼60　同書、pp. 19-20, 30-1, 34-5, 38-9。
▼61　Meyers（1991）, p. 115. コンラッドの痛風に関する我々の分析は、マイヤーズに大きく依拠し
ている。彼の説明は、我々が調べた他の研究よりも信頼できるように思われる。
▼62　同書、p. 130。
▼63　情報源については、同書、pp. 132-40を参照。
▼64　同書、pp. 140-1。
▼65　同書、pp. 141-2での引用。
▼66　同書、p. 356。
▼67　同上。
▼68　Jean-Aubry, ed.（1927）, ii, p. 93.
▼69　同書、p. 193。



41

▼70　同書、p. 240。
▼71　同上。
▼72　Duckworth（1889）, p. 2. ダイス・ダックワース（Dyce Duckworth, 1840-1928）は、聖バーソ
ロミュー病院の医師・院長を58年間務めた。英国王立内科医協会の検閲官、顧問、財務部長でもあ
った。神経学については、E. S. Clarke and L. S. Jacyna（1987）参照。
▼73　Duckworth（1889）, p. 3. ダックワースは、痛風は金持ちの病気──貧乏人と女性を除外する
クラブ──であるという昔ながらの線引きを支持した。
▼74　同書、p. 6。
▼75　同書、p. 7。
▼76　同書、pp. 10-12。
▼77　同書、p. 12。
▼78　Jonathan Hutchinson（1884）, pp. 3, 22, 75-6. ハッチンソン理解に役立つ解説は、Bynum

（1983）参照。
▼79　Duckworth（1889）, p. 12.
▼80　同書、pp. 12-20。
▼81　同書、pp. 30-2。
▼82　同書、pp. 52-5。
▼83　Fothergill（1881）, p. 2. 同著者（1879）も参照。
▼84　同著者（1881）, p. 4。
▼85　Fothergill（1883）, Part ii, p. 1.
▼86　同書、p. 42。
▼87　同書、pp. 149-50。
▼88　同書、pp. 161-2。
▼89　同書、pp. 171-2。
▼90　Roose（1885）, pp. 1-3. ロブソン・ルーズ（Robson Roose, 1848-1905）は、長年ブライトンで
開業。彼の家には、貴族や政治家が頻繁に出入りし、彼は主人役として知られるようになった。
▼91　同書、pp. 4-5, 7, 49, 51。
▼92　同書、pp. 51, 52, 92-3。Liveing（1873）参照。
▼93　Roose（1885）, pp. 80-1, 91. Buzzard（1891）参照。
▼94　Wade（1893）, pp. 10, 11, 26-7, 36. ウェイドは、ヴィルヘルム・エルブ（Wilhelm Erb）を現代
の権威として引用した。
▼95　Osler（1892）, p. 408.
▼96　Ewart（1896）, p. 8. 同著者（1894）も参照。
▼97　同著者（1896）, iv──「アレタイオスが、『痛風の特質を本当に理解しているのは、神だけで
ある』とわたしたちに教えてくれた」。こう言われると、我々にもなぐさめになるかもしれない。今
苦労して手がけている仕事はむくわれない運命にあるのだから。──同書、p. 310。
▼98　同書、pp. 1-3。体質性疾患については、Roy Porter（1996b）も参照。
▼99　Ewart（1896）, pp. 3-4.
▼100　同書、pp. 25-9, 25-7, 25-9。
▼101　同書、p. 29。
▼102　同書、pp. 31-8。
▼103　同上。アレクサンダー・ヘイグ（Alexander Haig）は、1879年に聖バーソロミュー病院で医
師資格を取得。1883年にメトロポリタン病院の医師補佐に、1912年に顧問医となる。聖バーソロミ
ュー病院、ロイヤル・ウォータールー病院でも働いた。片頭痛を患っていたが、研究によって尿酸過
多が原因だとわかった。Diet and Food（1902）など、食事と痛風に関して執筆した。
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▼104　Ewart（1896）, pp. 31-5.
▼105　同書、pp. 38-41, 202, 228。
▼106　同書、pp. 267, 311, 313, 315。この時点で、栄養障害という考えが、当然ながら明らかになり
つつあった。Carpenter（1993）参照。
▼107　Ewart（1896）, p. 316.
▼108　同書、p. 318。
▼109　Haig（1908）, vi. Whorton（1982）, ch. viiiが、彼の経歴について論じている。
▼110　Haig（1908）, pp. 1, 2, 4.
▼111　同書、p. 659。
▼112　同上。
▼113　同著者（1903）, p. 40。
▼114　同書、pp. 40-4。
▼115　Whorton（1982）, p. 242.
▼116　同書、pp. 242-7。
▼117　同書、p. 250。
▼118　アーバスノット・レーン（Arbuthnot Lane）ののちの経歴との類似点については、Dally

（1996）参照。
▼119　Llewellyn（1920）, p. 6. Llewellyn and Jones（1915）も参照。リチャード・ルエリン・ジョ
ーンズ・ルエリン（Richard Llewellyn Jones Llewellyn, 1934年没）は、ウェールズ大学とユニヴァ
ーシティ・カレッジ・ロンドンで学び、1895年に医学博士号を取得。ユニヴァーシティ・カレッジ
病院とダラム・カウンティー・アサイラムで働いたのち、ウェールズのアベリストウィスで開業。関
節炎とリウマチ様疾患に興味を持ち、バースに移り住み、そこで専門医として開業。ロイヤル・ミネ
ラル・ウォーター病院の医師に任命される。ルエリンは、英国王立医学協会の物理療法部門に籍を置
き、鉱泉療法学・気候学部門の部長を務めた。このテーマの多作な執筆家で、主な作品はGout

（1920）、Aspects of Rheumatism and Gout（1927）など。
▼120　Llewellyn（1920）, p. 21.
▼121　同書、p. 23。
▼122　同書、pp. 23-5。
▼123　同書、pp. 28-31。
▼124　同書、p. 36。
▼125　同書、p. 42。
▼126　同書、p. 42。
▼127　同書、p. 44。
▼128　同書、pp. 50, 52, 53, 60。
▼129　同書、pp. 69-70, 304。
▼130　同書、p. 70。
▼131　同書、p. 332。
▼132　同上。
▼133　同書、p. 8。痛風の全盛期は過ぎたというルエリンの感覚は、戦後のヒステリー状態の終焉
に似ている。Micale（1993）, pp. 496-526; 同著者（1995）参照。
▼134　同著者（1927）, pp. 6-7。
▼135　同上。
▼136　同書、pp. 8-9。
▼137　Ryle（1949; 1994）; Dorothy Porter and Roy Porter（1988）.
▼138　Llewellyn（1927）, pp. 6-7.
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▼139　同書、p. 10。
▼140　同書、p. 21。
▼141　同書、pp. 147-9。
▼142　Edel（1977）.
▼143　同上。
▼144　最も信頼できる伝記作家は、Lynn（1987）である。
▼145　Hemingway（1963）, p. 122.

第一一章　ポダグラ・ルーデンス──病と語り

▼1　H・S・ベーハム（H. S. Beham）とこれらの作品については、Pauli（1901）参照。図像学につ
いては、本書第一二章を参照。
▼2　Huizinga（1949）, p. 28. Ehrmann（1968）; Nardo（1991）; Piaget（1972）; Pensky（1993）; 
Simons（1985）; Solnit, Cohen and Neubauer, eds.（1993）も参照。
▼3　Jacobus（1990）.
▼4　ハーヴァード大学、オックスフォード大学、ロンドン大学に原本のあるこの好奇心をそそる
1659年の作品において、無定形の政治・医学的な要素にもかかわらず、「政治的痛風」が検討の対象
となっている。
▼5　ジョージ三世の痛風については、Macalpine and Hunter（1969）参照。
▼6　Siraisi（1990）; Park（1992）参照。
▼7　ニュートン以前の重力の隠喩については、Rousseau（1978b）参照。
▼8　Antonioli（1976）, pp. 206-12参照。
▼9　この情報については、オックスフォード大学ブレーズノーズ・カレッジのRichard Cooperに感
謝する。
▼10　Bakhtin（1968）.
▼11　同書、pp. 303-55。‘Menippus, or the Descent into Hades’の節, pp. 69-770, 386-8を特に参照。
▼12　この遺産については、Henry Ansgar Kelly（1993）参照。
▼13　ヨハン・ヴァレンティン・アンドレーエ（Johann Valentin Andraeae, 1586-1654）のペンネー
ム。我々は、「メニッポス風 Menippean」という語を「ルキアノス風 Lucianic」と区別して使ってい
る。「ルキアノス風」は、シデナムが読んでいたルキアノスによって始められた伝統で、前者──

「メニッポス風」──は、この明らかに大雑把なカテゴリーから影響を受けた劇的でない形態を意味
する。Frye（1957）参照。
▼14　本書第二章の註33から35を参照。
▼15　Kirk（1980）.
▼16　Sydenham（1850）, section 70参照。彼がルキアノスの作品を傍らに執筆したことは明らかだ。
▼17　Biedermann（1666）──イエズス会の詩人で、カトリックの聖人と殉教者、疾病の犠牲者と

「痛風の受難者」について書いた。戯れに苛まれる世界における人間の死の必然性と苦しみを題材に
したポスト・ルキアノス風の戯曲も書いた。
▼18　Colie（1976）; Frye（1957）; Kirk（1980）.
▼19　1525年版は、遊び心のある特徴が他にないままIn podagram concertatio. . . Adiectus est 
dialogus inter Podagram & Christophorum Ballistamと呼ばれ、対話形式である。一方、1570年版は、
De podagrae laudibus doctorum hominum lusus, etc.と呼ばれる。
▼20　McKeown, ed.（1990）.
▼21　G. S. Rousseau and N. Rudenstine, eds.（1972）.
▼22　Holquist（1981）, p. 59.
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▼23　特にpp. 90-135の ‘mercury’と ‘the judge’。マイヤー（Maier。Mayerne、Mayerusとも表記）
の作品は、オックスフォード大学ボドリアン図書館にある。マイヤーの概説は、Craven（1910）と
Jong（1965）を参照。
▼24　Maier（1654）, p. 95.
▼25　同書、p. 96。
▼26　文学と医学の軛、特にポウプのEpistle to Dr Arbuthnotにおける軛は、Knoepflmacher

（1970）参照。
▼27　「打倒」の相乗作用を通して着想された他の作品は、Kirk（1980）参照。
▼28　Melvyn and Joan New, eds（1978）.
▼29　医学的隠喩としての戦争と疾病は、Sontag（1978）が論じている。
▼30　Spenser（1633）, p. 105.
▼31　これらの初期の新聞は、Raymond（1993）, pp. 14-22参照。
▼32　同書における引用。
▼33　17世紀中盤の医術と化学における「膨張」は、Shapin and Schaffer（1985）、Shapin（1994）
の諸所を参照。
▼34　Grierson（1912）, i, p. 51.
▼35　Bald（1970）; Carey（1981）; Walton（1927）.
▼36　D. C. Allen（1943）.
▼37　Wednesday, 13 August 1645.
▼38　ヒステリーの隠喩の位置付けについては、G. S. Rousseau, Gilman, King, Porter, Rousseau and 
Showalter（1993）におけるG. S. Rousseauを参照。
▼39　Ong（1982）.
▼40　この問題は、文化史の認識論的位置付けについて大きな疑問をもたらした。Burke（1992）; 
Darnton（1984）参照。
▼41　Lovejoy（1948）.
▼42　Raymond, ed.（1993）, p. 6.
▼43　ハーヴァード大学ホートン図書館に原本がある。
▼44　Witty（1677）; 拡大版（London, 1685）。
▼45　Poems on Affairs of State , I, p. 292.
▼46　ハーヴァード大学ホートン図書館に原本がある。
▼47　マントンについては、C. Hill（1975）参照。
▼48　［Anon.］（1736）. 以下の節は、この版より。
▼49　［Anon.］（1764）.
▼50　ブラウンソード（Brownsword）は本名で、彼の詩は正真正銘のメニッポス風で遊び心があり、
掲載する価値がある。
▼51　Foxonは、これをAllenの1764年の作品としている。
▼52　D’Escherny（1760）.
▼53　「発作」を作詩の主題としたフェントン（Fenton）の詩など。最初に印刷されたのは、Oxford 
and Cambridge Miscellany Poemsにおいてで、フェントンが編集したが、彼の作品とはされなかっ
た。
▼54　D. Bond, ed.（1965）, ii, p. 442, by ‘Mr. Spector’（Steele）, 7 December 1711.
▼55　Wagner, ed.（1989）, p. 36.
▼56　Neale（1981）参照。活字文化については、Brewer and Porter（1993）参照。
▼57　Strachey（1938）, vii, p. 314.
▼58　Stevens（1758）. Monthly Review 10（August 1758）, pp. 145-50において告発され、それが、
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M・Dの ‘A Treatise on the Medicinal Qualities of Bath-Waters. . .’, Monthly Review 10（September 
1758）, pp. 371-9での論争を煽った。
▼59　Charles Martin（1759）, p. 145.
▼60　我々は、すべての点に関して例を提供しようとするのではない。隠喩と言語的多様性の下生
えについて調査を試みようとしているのである。我々が述べたように、証拠を提供しようとすればも
う一冊本を書く必要があろう。問題は、言語の型における特異性が著者によって異なることで、我々
の仕事は、与えられた紙幅の中でこれらの相違点の実例を列挙することではなく、そのさまざまなタ
イプの見取り図を描くことだと考える。P. Rogers（1981）も参照。
▼61　Norton, ed.（1956）, i, pp. 160, 352ff.
▼62　同書。
▼63　Sedgwick（1985）; Rousseau and Porter, eds.（1987）.
▼64　John Dryden のHastings poem（1649）, I, p. 81およびWinn（1992）, pp. 81-2にある、「痛風
の」ドライデンと老いたドライデンによるオールダムについて書かれた詩の議論を参照。彼は、ホモ
ソーシャル（男同士の絆）によるストレスについても論じている。
▼65　Ricks, ed.（1987）, iii, pp. 57, 181. テニソンにおける痛風の隠喩については、同著者ii, pp. 115-
16 の ‘Amphion’におけるTennyson’s ‘gouty oak’と ‘Lucretius’, ii, p. 715における年老いてからのその
使用についても参照。
▼66　Rowley（1770）; 同著者（1792）。引用は、p. 415にある。ローリーは、アイルランド人の両親
のもと、ロンドンで生まれた。ウィリアム・ハンターへの攻撃がキャリアの妨げとなり、自分が望ん
だ完成域にまで達せずに終わった。
▼67　Encycropaedia Britannica（1797）, xi, p. 213. Burney（1796）, pp. 325, 940; Edward A. and 
Lilian D. Bloom, eds.（1978）, vii, 231も参照。
▼68　この点についての一般的な見解は、T. Dawson（1771）参照。
▼69　医学作品におけるその使用については、Wynter（1725）参照。
▼70　King and Ryskamp（1979-84）, iii, p. 363.
▼71　Massachusetts Historical Society（1969）, iii, p. 369; ‘In coffin Thomas Aston, 24 June 1800’.
▼72　London Magazine（1755）. ‘Dissertation on the Gout’におけるドレイクの隠喩には、贅沢な暮
らしと不節制による「関節炎の専制国家 arthritic tyranny」、その長引く死に際、患者を「啄み責め
苛む」ハゲワシにしばしばなぞらえられたプロメテウスの鳥のような比喩が含まれる。
▼73　Cornford（1993）, p. 11.
▼74　Reynolds（1903）, pp. 32-3.
▼75　McGovern（1992）, pp. 72-5による記述。
▼76　この系統の夫婦の慰めの視覚表象については、本書第一二章を参照。
▼77　Reynolds（1903）など。
▼78　医学および薬草のイメージ──キャベツの心を持った ‘colwert’とパップという膏薬に似た治
療薬──は、フィンチの詩（‘Spleen’）で広く見られる。
▼79　フィンチ夫妻は共に、食事と運動はもとより医学に明るく、痛風が不節制を好み、貧困から
は逃れるという有力な説を知っていた。だが、McGovern（1992）が指摘するように（p. 237）、こう
した考えをFuller（1704）とPalmer（1696, 1984）と結びつける理由はない。こうした考え方は、フ
ィンチが生きた社会では広く知られていた。
▼80　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xiii-xiv, p. 143 to Thomas Gray, 19 November 1765.
▼81　Toybee and Whibley（1935）, p. 111.
▼82　同書、p. 1148: 17 September 1770。
▼83　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, i, p. 234.
▼84　London Magazine（December 1734）, p. 660掲載の詩。
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▼85　Doren（1938）; Ronald W. Clark（1983）; Fleming（1972）参照。
▼86　Ronald W. Clark（1983）, p. 368.
▼87　Nugent（1898）, p. 225.
▼88　Norton（1956）, iii, p. 83.
▼89　F. E. Hutchinson（1941）, p. 195.
▼90　この理由から、批評家・社会評論家のジョゼフ・アディソンは、Spectator for 30 July 1714に、

「ハモンド医師は、痛風を患った際、結石を患っていないことに感謝し、結石を患った際には、同時
に二つの病気に罹らなかったことに感謝したと振り返った」と記録している。D. Bond, ed.（1965）, 
v, p. 564参照。
▼91　Pye（1757）, i, p. 18.
▼92　William Stevenson（1779）.
▼93　Butt et. al.（1939-69）, 3 Ep. 1. 130. 25.
▼94　同書、3 Ep. 1. 251. 37。
▼95　「飛散性痛風」は、Rowley（1792）を参照。スレール夫人については、Balderston, ed.

（1951）, ii, p. 868参照。
▼96　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxxiii, p. 428.
▼97　Anderson, ed.（1972）, p. 127.
▼98　D. Bond, ed.（1965）, v, p. 42: no. 597, 22 September 1714.
▼99　Critical Review（1758）.
▼100　同書（1771）。
▼101　Zedler（1732-50）, col. 1710, ラテン語の詩 ‘podagra’。
▼102　Stukeley（1734）, p. 158.
▼103　Balderston（1942）, ii, pp, 866, 868: 23 January 1794.
▼104　Derry（1982）, p. 326, n. 7.
▼105　D. Bond, ed.（1965）, ii, p. 105: by Addison, 29 March 1711.
▼106　同書、i, pp. 206-7: no. 48, 18 April 1711.
▼107　その過程は、Berg（1974）, p. 227が記述。「複数の存在における痛み」は、本書第一〇章を
参照。
▼108　Arbuthnot（1731）, p. 34.
▼109　Macalpine and Hunter（1969）, pp. 221-2.
▼110　ハーヴァード大学カウントウェイ医学図書館のR. Adairの痛風に関する原稿、およびJames 
M. Adair（1786）を参照。
▼111　グレイの「敵の女性」としての痛風については本書p. 371を参照。
▼112　素晴らしい例は、Norton（1956）, iii, pp. 27-8を参照。ギボンの「敵」は、「戦争を起こそう」
としているにもかかわらず（p. 83）、誘惑的にも「身勝手で移り気」（p. 53）にもなりえた。
▼113　同書、ii, p. 411。ギボンが知っている、スイスの痛風持ちはティソ（Tissot）だけだった。
▼114　Cumberland（1807）, i, p. 23.
▼115　Baring-Gould, ed.（1967）, ii, p. 478.
▼116　Zeldin（1993）参照。へリックについては、L. C. Martin, ed.（1963）, p. 98とp. 207を参照。
▼117　Defoe（1965）.
▼118　Phelps（1685）.
▼119　London Magazine（1754）, p. 603.
▼120　父親の話は、Marshall（1770）, pp. 21-3参照。我々の調査では、ル・フェーブルについて、
何ら伝記的な情報は得られなかった。
▼121　マイアーズについては、同書、pp. 41-2を、「痛風の女子修道院」と化した女子修道会につい
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てはpp. 63-4を参照。
▼122　同書、p. 21。
▼123　Eland（1931）, ii, p. 226.
▼124　［Anon.］（1770）. Critical Review（1770）の興味深い批評を参照。
▼125　キダーミンスターのジョンストンは、神経系に関する著作で尊敬されていた。30年後にマー
シャルは、自伝的な回想録ではなく歴史小説を書いている。Edmund and Elenora: or memoirs of 
the Houses of Summerfield and Gretten. . . in two volumes（London, 1797）。これはフランス語に翻
訳された。
▼126　［Anon.］（1770）, p. 56.
▼127　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxxiii, p. 550: 22 December 1786.「痛風書簡」というサブジャン
ルは空想的ではなく、30年程前からひとそろえの書簡として存在していた。ルイス医師へのブラン
ブルの書簡がその例だが、こうした書簡は、痛風と肺病などの主な病を語るためのものだった。
▼128　同書、ii, p. 286: 30 December 1781。
▼129　Grierson（1933）, pp. 394-5.
▼130　Green（1965）, p. 682.
▼131　Mallam（1993）, p. 1188.

第一二章　痛風──視覚遺産

▼1　画像についての我々の解釈は、Panofsky（1974）; Culler（1981）; Baxandall（1985）から情報を
得た。Grego（1880）にも依拠。
▼2　Nardo（1991）参照。
▼3　ルネサンス期の寓意画集は、Siraisi（1990）; Panofsky（1974）参照。
▼4　‘The Gout’と題するこの作品には、‘by Davison of Alnwick’という署名があり、the Print 
Collection of the Huntington Libraryのカタログには収められていない。
▼5　ジョーラトの版画についての議論は、本書p. 399を参照。
▼6　最初に登場したのは、1799年5月14日で、‘The Comforts of Bath, 1798 aquatint’と呼ばれた。
Paulson（1972）, p. 111が論じている。Wagner（1985）, p. 175も参照。
▼7　19世紀初頭の数十年に、イギリスとアメリカで挿絵入り版が登場したが、現存しているものはあ
まりない。本書で論じる痛風からの後ずさりの着色版画は、米国マサチューセッツ州の the American 
Antiquarian Societyにある。
▼8　1745年にパリでジョーラトが描いたLépicié, ‘La Vieillesse’。
▼9　Lionel Kelly, ed.（1987）参照。女性の反応は、数少なくそっけないもので、スモレットの喜劇
的ジャンルあるいは彼の小説の形態については言及しているが、ブランブルの道徳性や個性について
は触れられていない。
▼10　ローランドソン、ギルレイ、クルックシャンク全員が貢献した。
▼11　William HayleyのThe Triumphs of Temperの図版3（Newburyport, Mass., 1794）として存
在する。
▼12　Wendorf（1990）参照。
▼13　Sotherby’s Catalogue, 8 July 1969.
▼14　サン・マリノのハンティントン図書館のご厚意により転載。
▼15　Kilbansky et. al.（1964）参照。
▼16　Wuttke, ed.（1994）とGlock and Meidinger-Geise, eds.（1970）を参照。
▼17　Benedek（1983）; Eckert and Imhoff（1971）; Reicke（1930）.
▼18　現在では珍しい作品であるAtkins（1694）は、Wellcome Insstitute for the History of 
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Medicineにある。
▼19　Vol. i, 693. 彼の患者のリストは知られていないし、アトキンズの論文は見つかっていない。
▼20　カウントウェイ図書館に、Bildersammlung aus der Geschichte der Medizinと題して作者不
明、日付不明で存在する。
▼21　Edmund Freeman, Opposite of the North-Door of the State Houseが、印刷・販売した。
Boston: Edmund Freeman, 1788. ホートン図書館のこの版は、独特のように思われる。同図書館で
‘Emerigon’作としてカタログに入れられている。1712年生まれとされているが、没年は不明。我々
は、この真偽を決定できておらず、彼についての情報は他に得ていない。
▼22　ジョン・スキャット医師の痛風患者が、それらをイギリスで購入した。‘Histories of Gouty, 
Bilious, and Nervous Cases. . . related by Patients Themselves to John Scat, M. D.’ Critical Review

（October 1780）, pp. 318-19を参照。
▼23　ヒルの植民地貿易は、A. CamlinがA Satisfactory Refutation of Sir Hypo Bardana ’s 
‘Circumstances’（London, 1775）で諷刺している。
▼24　Linnaeus（1772）; Andrew Freake（1806）をJohn Freke（1748）と混同してはならない。ス
トロベリー絶賛の例は、Evan Jones to Winthrop Sargent, 7 April 1804; Massachusetts Historical 
Society（1969）, iii, p. 368参照。
▼25　Dolaeus（1732）. スティーヴンズは、1705年に痛風の将来についても記述している。
▼26　D. Bond, ed.（1965）, ii, p. 265: entry for 13 October 1711.
▼27　Nicolson and Rousseau（1968）, pp. 37-40.
▼28　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxxiii, p. 534: 4 November 1786.
▼29　同書。
▼30　‘An Abstract of a Letter of Mr Anthony Leeuwenhoek Fellow of the R. Society; . . . the 
Chalk Stones of the Gout’, Philosophical Transactions , p. 15, no. 168（23 February 1685）, pp. 891-2.
▼31　当時は稀だったが、彼は90歳近くまで生きた──Pettit（1971）, letter 460, 24 August 1762.
▼32　同書、letter 255, 20 February 1749。
▼33　Goldberg（1990）.
▼34　同書、ch. 6, ‘The Hand in Theory’, 特にpp. 311-16。
▼35　Pettit（1971）, letter 406, 492, 7 February 1759.
▼36　「執筆する男性」のこうした理想と肖像画は、Wendorf（1989）参照。
▼37　Parker（1978）, pp. 191-2の論評によれば、「それは、垂直から水平への可動部のある長椅子の
一種で、長さ7フィート、幅2. 5フィートで、馬の毛のマットレスが敷いてあった。王は、関節炎に
罹患した関節を圧迫しないよう、ゆったりとした服装で、それに座り、食事をし、眠った」。
▼38　W. S. Lewis, ed.（1937-83）, xxxiii, p. 525: 不運な矛先は、ウォルポールの従妹アン・シーモ
ア・コンウェイと結婚した国会議員ジョン・ハリス（1767年没）だった。ルイスの記録によれば、
ハリスは重い痛風を患い、「結婚当時、車椅子に乗っていた。ウォルポールは、夫妻がキスしたい衝
動に駆られると、ハリスとチャールヴィル夫人（同じく痛風患者）の車椅子を移動させるために、議
会の馬丁を呼ばなければならなかったと、ウォルポールは主張している」。
▼39　Norton, ed.（1956）, iii, pp. 167-8, 191, 197.
▼40　Rowlandsonの ‘Lieut. Bowling pleading the cause of young Rory to his Grandfather’ R. 
Ackermann’s Repository of Arts, 12 May 1800: London.
▼41　Roderick Random（1748）, ch. 3; スモレットの言葉。
▼42　同書。
▼43　Joyce（1946）, pp. 263, 282, 710; Lyons（1973）.
▼44　Toybee and Whilbley（1935）, iii, p. 788: December 1762.
▼45　「車輪」の隠喩は、Roy Porter（1986）参照。
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▼46　De Beer（1955）, iii, p. 502.
▼47　Latham and Matthews, eds.（1970-83）, ix, p. 215: entry for 27 May 1668.
▼48　同書、p. 213: entry for 25 May 1668.
▼49　W. H. Dawson（1938）, pp. 438-9.
▼50　図版26参照。
▼51　‘Hebert’s Air-Pump Vapor Bath’のBenjamin Jones の版画は、ニューヨーク、フィラデルフ
ィア、ワシントンで1802年に出版された書籍のさまざまな版で見られた。副題は、‘An Efficatious 
Remedy in Gout-Rheumatism Contractions and Enlargements’。
▼52　図版26-7参照。
▼53　Peter Maverickの版画は、ニューヨークで出版された1813年版のThe Life and Opinions of 
Tristram Shandy: W. Durrell and Co. で見られる。それ以降は、スターンの小説のアメリカ大衆版の
口絵に使われるようになった。
▼54　視覚的諷刺とHumphry Clinkerは、Robert E. Moore（1948）参照。ヘッドが金のステッキの
図像は、Macmichael（1923）参照。
▼55　Norton, ed.（1956）, iii, p. 92.「スイス人の」発作は異なるものだった。
▼56　鮮明なエピソードは、Strachey and Fulford（1938）, iv, p. 33を参照。
▼57　諷刺画は、Hill（1958a and b）とRousseau（1978a）を参照。
▼58　印刷、W. Humphry, 17 March 1783。
▼59　「愛の殿堂 the Temple of Love」は、Porter（1989a）参照。グレアムが、彼の「愛の殿堂」
で痛風患者を回復させられると言ったかはわからないが、痛風患者が彼に問い合わせしたのは間違い
ない。
▼60　Paulson（1972）.
▼61　Countway Libraryのこの着色諷刺画（1780-1810ころ）は、タイトル以外の識別情報はない。
▼62　コールの唯一のただし書きは、全員が「水しか飲まない」のだから予防できるかもしれない、
だった──W. S. Lewis, ed.（1837-83）, pp. 2, 53, Cole to Walpole, 28 August 1777。
▼63　この着色諷刺画は、Countway Library of Medicine, Boston, Massachusettsに断片しか残って
いないシリーズ物の一部だったのかもしれない。
▼64　この着色諷刺画は、本節で論じられた他の作品と同じシリーズの一部だったのかもしれない
が、その主張を立証する証拠を我々は見つけるに至っていない。
▼65　二次文献は、このテーマを認識しているが、それを発展させているのは稀だ。
▼66　これは作者不明の着色諷刺画で、画稿E. Y. Esq. 、彫版G. Hunt、印刷Thom MacLean, 26 
Haymarket, London。
▼67　この本は偽造だが、1820年代まで、このような数々の本が英語で出版されていた。
▼68　発行W. Dickinson, Engraver and Bookseller, 158 New Bond Street、画稿Henry William 
Bunbury（1750-1811）。
▼69　この発展の社会史は、Ritvo（1987）参照。
▼70　我々が論じた人物の一部──特に、18世紀のチェーン──の試みにもかかわらず、痛風患者
の座りがちの状態のジレンマについて医学理論は充分、考察してこなかった。これらの諷刺画が示し
ているように、視覚遺産のほうが座りがちの人の窮状と不節制を巧みに引き出すことができた。
▼71　Bunbury（1787）.
▼72　Countway Libraryは、この版画を1799年作としている。
▼73　1715年のこの作品の著者は不明。
▼74　Wedeen（1981）; Thackeray（1886）参照。
▼75　日付はないが、おそらく1810年ころの ‘A Cure for the Gout’。
▼76　Buzaglo（1778）, p. 56. ブーゼグロについては、Roth（1938）参照。
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▼77　日付はないが、1810-20年ころ。
▼78　対比については、Gilman（1993）; Panofsky（1974）; Benedek and Rodnan（1963b）によって
研究されたヒステリーの視覚遺産を参照。

エピローグ

▼1　Kutchins and Kirk（1997）などを参照。
▼2　Payer（1992）.
▼3　Rousseau（1991b）における議論を参照。
▼4　Sontag（1988）; 同著者（1979）。
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